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TOW-ROTERSCREWPUMPS
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一 二軸ねじポンプ
たゆまぬ研究で歯車ポンプに新し

ぃ分野を開いた大晃機械が新し

い英知とテクノロジーを加えて開

発した二軸ねじポンプはあらゆる

分野で巾広く、今日も活躍いたし

ております。

電動駆動 低質舶用燃料油移送ポンプ(立形）

荷役ポンプ （立形）

プロダクトキャリヤー
ケミカルタンヵー

御鑑主機駆動
I

｜

昼苓瀞
オイルタンカー

外装軸受式 補機駆動

混炭重油
A1

二軸ねじポンプ

各種石油製品

電動駆動
Ⅱ

機関用潤滑油(一方回転）

a機関駆動(－方回転）内装軸受式
り

織
L藍副 …

寵 雲L

鰹

廼

機関駆動
壷 機関用潤滑油

（可逆回転）

一一

望. ‘
『瓠釦竺

。

燭
冊
劉

ド

機関駆動

認
戸

試験設備

倉
o陸舶用各種歯車ポンプ

･陸舶用各種渦巻ポンプ

o陸舶用各種ねじポンプ

o舶用汚水処理袋瞳

o舶用油水分離器

o陸舶用各樋ロータリフロワ

大星構械工業嫌式舎杜｡蕊扇謹蛎駿裟箪1恕第2束ビル9階念03－255 2871（代l

TELFAX O3-255-6503

本社山口県熊毛郡田布施町下田布施209(〒742-15) ・大阪大阪市東区瓦町5 47
壷田布施08205‐2－3111 (代） 市1 1 1ビル4階冠06 231 6241 (代i

TELEX 6687-96 TELFAXO6-222-3295

TELFAX O8205-2-4884
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モーターポも--卜競走の収益金は､人類の文化と経済をささえた海の正しい理解の普及、

及び海洋保護､海難防止､新しい未来づくりのための海洋開発、そのための新しい技術の

研究､開発などの援助のほか｢世界は一家､人類は兄弟姉妹｣の理念に基づき､文教､体

育､社会福祉､防犯｡防火、その他の公益の増進､及び海外への協力援助事業など、 ｜|嘱

広〈役立てられています。
‐

発展のために役立てられてし､ます●モーターボート競走の収益金は､広く地球上のすべての人たちの生活向上

日本船舶振興本団法人

(会長笹川良一）
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UEDA

舶用クレーン
●波浪追従装置付クレーン(特許）

営業品目

○舷梯装 置

○舷梯ウイ ンチ

○ボートダビッ ト

○ボートウインチ

○ガントリークレーン

○ワ－フラダ一

○力－ラグー

○フェンダーダビット

○各種ウインチ

○ワイヤーリール

株雷識 f
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口麗回国Hロ？侭

●運輸省型式承認USOG適用船に装備する照明器具はUL595の

定める規定を満足しなければなりません。
当社はすでにULでUSTINGされています。

●船級協会認定品

●UL承認品
E59638．Decembezユ2， l977 【T〕
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， O白aka， Japan
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●営業品目
●防爆器具類

●車輌甲板用照明器具類

UL承認FIXTURE

●甲板照明器具類

●信号探照灯類

●室内照明器具類

●配線器具類

●窓 類

●通風金物類冷凍コンテナ用電源プラク
250V3W4P60A
P-W4603P-A

’

冷凍コンテナ用ソケットアウトレツト
2連式モニターソケット付
250V3W4P60A

R1-W4663B-60/60

冷凍コンテナ運転状況確認
集中監視盤

ISOタイプ丸窓300の
C19-61

社株式会社高 ・
社工場；東大阪市御厨693

TEL大阪代表(781)4351,
頁営業所：東京都港区西新橋1丁目22

TEL東京代表(501)8077,
N営業所：長崎市飽ノ浦町2番3号
TEL長崎代表(61) 0809,

工

本
丁EIFX大阪527-8914

番7号佐野ビル
TELEX東京222-4132

石田ビル
TELEX長崎7523-27

東京営業所

九州営業所
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110

HAシリーズ
100

｜
’

UEC60HA
MR140rpm

ER: 140rpm

HR128rpm

UEC52HA

MR:170rpm

ER170rpm

HR150rpm

UEC45HA
MR:185rpm

ER: 185rpm
HR: 165rpm

UEC37N-ll
MR210rpm

ER210rpm

2000bhP/cyl

1700bhP/cyl

1800bhP/cyl

1319/bhP･h

127g/bhP･h

131g/bhP･h

－
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９
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７
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韻
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昌
一
面
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山

lER

1520bhP/cyl

1292bhP/cyl

1333bhP/cyl

1329/bhP･h

128g/bhP･h

132g/bhP･h
6U

鐸〆ー

1140bhP/cyl

969bhP/cyl

1000bhP/cyl

1349/bhP･h

130g/bhP･h

134g/bhP･h

50

75 80 85 90 ロ5 ’00

EngineSPeed(％）

魔?画に固まれた範囲の中で任意の点をMCRとして選ぶ
事ができる。したがって最適出力，最適回転数を選ぶ事が

できます。この場合MCRでの燃賀低源鐙は上図の如くな
ります。

ｙ
ｙ
Ｃ
Ｃ
ｊ
／
Ｐ
Ｐ
ｈ
ｈ
ｂ
ｂ
Ｏ
３
５
５
６
５

1359/bhP･h

131g/bhP･h

本 社

東京支社

神戸工場

長崎工場

今治出張所

下関出張所

神戸市中央区海岸通2丁目2番3号東和ピル8階TEL

東京都千代田区丸の内1丁目5番1号新丸ビルTEL｣

神戸市垂水区高塚台3丁目2番2TEL'0781991-1800

長崎県西彼杵郡多良見町化屋名TEL<0957413-1311

今治市片原町1丁目2‘港湾ピルノ TEL: 0898132-7588
下関市大和町1丁目3-7TEL0832,66-1234

078,391-1351 TELEX5622810AKAJ

O3ﾉ211-5031 TELEX:222-5083

TELEX755512 :755512AKANAGAJ

TELEX5846-564
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赫勃画蠅

赤阪式省工ネノレギー機器

◆A-Cブレンドシステム

◆減速機付大口径プロペラ

◆OPP船自動負荷制御装置

◆CSG発電システム

◆精密軸出力計(赤阪/小野）

◆CPP船自動負荷制御装置

◆ホモジナイザー

◇
鑿釜赤阪鐵エ所

．｛二 ；上 山ぃir僻？代'11K瀧が】略131 112蒲5蹄櫛がIMIピル2626

T1引ゞ ． ｛03ﾄ581 9781代

’1稚［蝿師岡叫暁ilt 『if 【|］ ‘醤 3－3－ 11
．｢I訓, ‘ iO訓62)7-2121代

似IHI弓墹箙 ｜刈 り,ト嬢 ilミ ，|i側折塒 6 7 0
TIE1.. 10副62)7－5091代

，.↑篭所札幌･ 仙台．焼‘'1 ． 火|渡・ 今猯・編1個I

<主機関

Aシリーズ

1100～3300馬力〉
…ヤー■

A28R-1500馬力

明日に向う企業努力

ピストンリング

シリンダライナ
ピストンスカート

ピストン胴環

弁座
排気管制弁
ラビリンス

その他

１
－
１

日本ピストンリング株式会社
〒102東京都千代田区九段北4-2-6 TELO3(234)4171
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製造品目
■固定ピッチプロベラ

（キーレス及びキー付

■可変ピッチブロペラ
(XX,XL､XS.XA型

■サイドスラスタ

(TC.TF型

■ダイナミックスラスタ

（格納式TCR型

■船底吸込式スラスタ
(TFB型）

９

低回転省エネタイプ

CPP型式XL－18C
4翼直径7.0伽、

9 ｲ

孔

ｲ

孔

●本社工場

●東京支店
●大阪営業所

●福岡営業所

●仙台営業所

●札幌営業所

岡山

東京

大阪

福岡

仙台

札幌

<0862> 79-51 1 1 (ifl

<03＞ 553-3461㈹

<06＞ 341-0011(代！

<092>461-21 17(If)
<0222>23-8353㈹
<01 1>821-8382(if)

ナカシ私Z族シ管･唖カーズ糊容抵

ナカシマ刈輔
〒700 91岡山市上道北方688-I岡山中央郵便局私書箱167号TLX5922320

’小型船舶の荷役設備 レスコクレーンが活躍クに関ヶ原のテ

’綴

X冨琴潭製作所
蕊

災

岐阜県不破郡関ヶ原町2067

TEL<05844>2-I2II"TELEX4793957

東京都中央区京橋I-I6-5味の素ビル
TEL<03＞562－56II(ffjTELEX2522028

大阪市東区北浜町I －6
TEL<06＞231－4473(fe

広島市中区八丁堀12番22号築地ビル

毒"噛黙悪禦
TEL〈082>227

本 社

東京営業所

大阪連絡所

広島営業所

“

＃
；

ノ

／
里イ

'

畿
識舶用営業品目 画;園3 鐙 蕊

蝋津電
翌

側
冠
も

…薑議流通
胃震凄‘瀞悪

)函甑議』
諾

膿
W

…

－7－



q

英国ラバート社製

船舶プロペラ用表面粗さ比較標準セット

表面粗度と燃料消費増加率
8

６

４

２

燃
料
消
費
増
加
率
（
％
）

20 40 60 80 100

表面粗度増加量(Ra)

（ストーンマンガニーズ社作製）

上図はプロペラの劣化による燃費の
増加を示しています。船のタイプに

より異なります奴劣化したプロペラ

により年間燃費のロスは約81百万円

になると言われています。

’ ’

数年来の燃料コスト上昇は船舶運航

の経済性に多大な影響を与えている。

通常プロペラに供給されるエネルギー
の50％は水中で浪費され、運航中に
おける表面粗さ、腐食、形状変化お

よび付着物等が更にエネルギー効率
を低下させています。

英国ラバート社製舶用プロペラ表面

粗さ比較標準セットは表面状態の劣
化が容易に確認。管理することがで
き年間燃費のロスを減少できます。

●標準セットはAからFの6種類の見本片からなり、

見本片Aは新しい状態、Bは運航後に再研磨され

た状態、CからFは船舶運航中における表面状態
の劣化の段階を示しています。

o表面粗度は中心線平均粗さ (Ra)と10点平均粗さ
(Rz)で解説書またはセットの裏に表示されてい
ます。

・プロペラの表面粗度を判断するためにプロペラと

各見本片をひっかいて、または自視でAからFの
どの段階にあるか知ります。

●モデルNo.15はドライドックで使用するタイプ、

No16は水中でダイバーにより検査するタイプ。

ラバート社日本総代理店

株式会社エクマン商会
本 社
大阪支店

東京都千代田区有楽町1－4－1 １
１
９
４
５
４
一
一
３
６
Ｏ
０

Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
ル
ル
ビ
ピ
信
阪
三
大

03－591〒100東京都千代田区有楽町1

〒530大阪市北区中之島3－6
－1206

32 2785
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プロペラの表面粗さを管理することによって大幅な燃費節約が可能です。



◇嫌式会肚示車田造船所
取締役会長 神 田 猛

代表取締役社長 神 田 博

本社工場〒729-26広島県豊田郡川尻町向田3413

TELO823(87)3520(IO TLX6624-51 FAXO823(87)3803

若葉工場〒737広島県呉市若葉町1番地の16

TELO823(21)1571(13

東京営業所〒104束京都中央区銀座1丁目20番12号(安田ビル内）
TELO3(561)4101(10 TLX252-4527 FAXO3(561)1725 ’

’

蕊

蕊 油槽船“シーシルクロード”

DWT59,999t
~

鑓鍵
一

、

錘 蕊

露肇

蕊
語

鱗率聡÷蕊
雪

零

識

瀞

~

F

1

‘感､認

一一毎.G-・

英雄海運株式会社
取締役社長 森 茂太郎

A-U-LINE

’
東京都中央区入船3丁目1番13号

電話 03 （553） 1461 （大代表）

本 社
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新鋭試験設備を駆使して明日の技術開発を…

■主要業務

受託試験、研究

施設設備の貸与

技 術 相 談

環境(耐候・振動)・防火・防爆･情報処理
音響･化学分析･材料･加速度ピックアップの
校正等・試験研究設備が整備されています

船舶艤装品研究所
所長 芥川 輝孝

RESEARCHINSTTTUTEOFMARINEENGINEERING

IHGASHIMURAYAMA TOKYO JAPAN

〒189東京都東村山市富士見町1－5－12
TEL O423-94-3611～5

（競艇益金事業）

●●●●●●●●●● ’
●●◆●●●●●●●●
●●●●●●●●●●
●●●●●●｡●●●●

<･;fft=W;;:

●●●●●●O◆●●●●●●●●●●
●●●●●①●●●●●旬｡●●●●●
●●○●●●●●●●●●OG●●●●
●●●●●●●●●O●●●●●●●●

簔蕊萎紗=三
●●●●●◆●●●●e●e
●●●◆●●●●●●●●●●

菱妙少
｡●●●●
●●●●●
●●●●●
●●●●●
●●●●●
●●●●●
●●●●●

業務内容

船客傷害賠償責任保険

自動車航送船賠償責任保険

日本旅客船協会船員災害補償保険

公団共有旅客船の船舶保険

交通事故傷害保険

●●●●●

言以言以

念念 、
－ 6、

■■

船旅は ユ安心力ら楽しい 』 、 …
憂なし備えあれば， い －－

日本定航保全株式会社
社長渡邊 浩

東京都千代田区内幸町2丁目2番2号(富国生命ビル17階）
通話東京03（501）局6821～2 (5()3) 1,*4566

-10-
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実績､總験を誇る日防の電気防蝕.〃

⑧
。
“
。
。
‐弱国

一
部

罰に30．000台が舟合舶に画

霊隆

日本肪純T業株式会耐
調査=設計=施工蕊撫鰻醐隅9鰹鵲欝競糊駕3珊輔襄潤:F測鯨’

9185・仙台念25-0916

電流のｲ乍用で鉄のさびを防ぐ

電気震
船舶､港漕施設､水中構造物､埋設施設､タンク･配管､その他

技術の中川が責任をもって調査､設計および施工をします

⑳ 11婆蒙捗零憲錘
支 店大 阪・名古屋
営業所干葉・京浜・広島・福岡・沖繩

出張所札幌・仙台・新潟・水島・高松・大分・鹿児島

ll



竜一一F
』

ながい経験と最新の技術

大洋の船舶用電気機器

主要生産品目

○発電機

○電動機

○配電盤

○コンソールパネル

○自動化電源装置

○送風機

排ガス利用2極タービン発電機

座
ス
皿

か
諮
抑
互

奉
電
〃

２酉

株式

会社魯大達 電機
東京都千代田区神IHfillIIT2-4荊羊ビル

電話03-293-3061 （大代表）

岐阜｡岐阜羽島･伊勢崎･群馬

下関･三原･大阪･札I幌

Jakarta･Pusan･AbL'Dhabi

Dubai･Baghdad・Riyadh

本社

’
工場

営業所

海外

発電装置制御用マイクロコンピュータ

l_= －－~~~ー.~~－．－－~一一一 ・・一~~~一一~モーー~一一~.~一・一.~一・一~｡.｡一一－‘一・一一ー一一－－．.一・一~一~一一・一~一・一､~ー~～百一~･～ﾛ､一・今一一一一今…一一一一一・~.一一~一・一ー雫一一一一ー
■－－迅一■■一一一一一一一 一一一一一一 一一一一●一一一一①－－ ～一一＝一一一■一一q■－－■一一 一. ＝.一一.一一一一 -一向一= ←口 一一.一 一 ﾛ 一
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船､科学篭

目 次

新造船写真集(No.411)

日本商船隊の懐古No.43(あふりか丸，淡路山丸）…………．．…

12月のニュース解説・…･…･･･…………………･…･……………・

年頭所感．．…………･…….……．.………..…….…………..………．

IMOTypen&Ⅲケミカルタンカー“かえで"&!!さくら”

自動車／撒積貨物船I,CO-OPEXPRESSI '' ･……………‘

日本鋼管・津研究所の氷海実験水槽……...………….･･･………・・

巡視船“そうや”による氷海中航行試験..….……….….………

LNG船の就航記録から（その20)

貨物用諸装置の損傷事故及びその防止対策（下）……．．………､

15

38

41

44

46

53

60

62

山田早苗

米田 博

野口 節

来島どつく

日立造船

日本鋼管

運輸省船舶局

67
･･編 集 部

･･編集部訳79 ANL社向け石炭焚きバルクキャリア(2)

恵美洋彦・曽根紘・角張昭介84 ケミカルタンカー（63）

私の戦後海運造船史（37）………

IMOコーナー（第13回）

MARPOL議定苔の発効について

米田 博94

100
運輸省船舶局

運輸省船舶局102 昭和57年度造船事情（上期）

速水育
一
一

31 Wartsilヨの現況

●製品紹介メタルタッチでモレゼロのメタル・シート式バタフライバルブ<DISCOVAAN@>巴パルプ

●統計資料世界主要造船国手侍工事量(1981年第3四半期） ロイド船級協会
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最新の技術と実績を誇

福島の甲板機械

績の

板

る

●油圧･蒸気･電動各種

甲板機械

●デッキクレーン

●アンカー･ﾉ､ンドリング

ウインチ

●電動油圧グラブ
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自動連結装置

■

■

ボタン操作による

全自動方式
..･今

そr込一

垂

霞 '

☆荒天時も就航可能.ノ

☆連結 切離し件業の無人化とスピード。アップ.ノ

東京都千代田区岩本町1－6－7
宮沢ビル703号電話03(851)3837
テレックス2655164.TAIENGJ大成設計工務株式会社
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撒積貨物船昭 神 丸昭和海運株式会社
SHOSHINMARU

常石造船株式会社建造(第489番船） 起工57－1－29 進水57－4－22 竣工57－9－29
全長228.000m 垂線間長217.000m 型幅 36.000m 型深 18900m 満載喫水 13220m
総噸数41,962.15T 純噸数26,126.72T 載貨重量74,841t 貨物艫容積（グ)86108.8㎡
艫口数8 燃料油槽2,788.2㎡ 燃料消費量415t/day 清水槽 321.4㎡ 主機械
川崎MAN 14V52/55A型(デ)機関×1 出力（連続最大)14,770/14,550PS×(450/916rpm) (常用）
12,550/12,365PS×(426/86.8rpm) う。ロペラ 5翼1軸 補汽缶乾燃室式5600kg/h 発電機

無線装置送(主）1．2kW(補) 125W×1
籔基海ﾓ卿;f_W淵謬ｾ騨鯉恕聯磯r職尉星装置VHF 航海計器デッカ
ロランNNSS衝突予防装置レーダー 速力（試運転最大) 1606kn (満載航海) 141kn
航続距離 14,500浬 船級・区域資格NK遠洋 船型船首楼付平甲板型 乗組員 28名

－18－

木材/撒積貨物船エイシアングローリーアジアリーファーズ株式会社
ASIAN GLORY

株式会社宇和島造船所建造(第2236番船） 起工57－6－2 進水57－7－15 竣工57－9－29
全長 160.00m 垂線間長 15000m 型幅24.60m 型深 1360m 満載喫水9.970m
満救排水量27870t 総噸数 13073.59T 純噸数8,706.08T 載貨重量22,430t
貨物艫容積（ベ)27,12147㎡（グ)28,516.02㎡ 艫口数4 クレーン(n)50Lt×1 , 255Lt×2
デリック 25Lt×2 燃料油槽1,168.62㎡ 清水槽50566㎡ 主機械
赤阪-三菱6UEC52/125H型(デ)機関×」 出獄繋鵜)柵鰯42rpm) (常用)6120PS(137rpm)
う°ロペラ 4翼1軸 補汽缶コクランコンポジツト 発電機ヤンマ－500k,侭×450V×60Hz×3の×
600PS×900rpm×2 無線装置送(主)1kW×1 (補)75W×1 受(主)全波×1 (")全波×1 VHF
航海計器ロラン NNSS レーダー 速力（試運転最大)17.283kn (満載航海)14.15kn
航続距離 17,300浬 船級・区域資格NK遠洋 船型凹甲板型 乗組員 30名

認中．
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撒積貨物船成 拓 丸協成汽船株式会社
SEITAKU MARU

株式会社新山本造船所建造(第262番船） 起工56－12－17 進水57－5－10 竣工57－7－12
全長 152.60m 垂線間長 142.00m 型幅24.00m 型深 13.20m 満載喫水9707m
満載排水量26,566t 総噸数 12,368.86T 純噸数8,61004T 載貨重量21,288t
貨物艫容積（べ）27,02193㎡（グ)28,330.82㎡ 艫口数4 デリック 25t×1, クレーン 25t×3

燃料油槽 1,328.15㎡ 燃料梢費量 1745W(連続最大)噌綿S謝謡m) (常用手潮P"2WSPielstickl2PC2-6V型（デ)機関×1
プロペラ 5翼1軸 補汽缶自然循環式 発電機ヤンマ－450kVA×360kW×900rpm×2
無線装置送(主)12kW×1 (") 130W×1 受(主)全波×2 (補)全波×I VHF 航海計器ロラン
レーダー 速力（試運転最大) 16418kn (満載航海)135kn 航続距離 12,100浬
船級・区域資格NK遠洋 船型凹甲板型 乗組員 27名 同型船有島丸

抜群の防振性能､耐久性／
WZME形防振ユニット

ボンSRマリン可
特許・実用新案登録

○二重コイルスフ。'ノンク．とV宇溝を有するゴム板層
の複合ユニッ|､です。

○ローリング、ピツチンク‐、 X振動、 H振動など
シビアな振動要因に十分な効果を発揮します。

○要求される防振ク“レー|<に応じた、エコノミーな
防振設計をお引受けします。

○その他防音、防振、据付エンシニアリングを承
ります。

カタログを用意しています。

断面
汗
ｐ
庁
善
屈
ｑ
再
伊
一

。

鍵

垂直型 傾斜型

ニチゾウモヨレエンジニアリング㈱
大阪市西区江戸堀1丁目18－11小谷ビル303号(〒550)TEL(06)443-40461if)

尾道事業所広島県御調郡向島町111 （〒722) TEL(0848)44-6323～4 ■
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セメント運搬船清 澄 丸船舶整備公団･第一船舶株式会社
KIYOSUMI MARU 第一興産株式会社

内海造船株式会社田熊工場建造(第476番船） 起工57－3－11 進水57－7－24 竣工57-10-28
全長 104.285m 垂線間長97.00m 型li5 16.00m 型深 785m 満載喫水6348m
満載排水量7,81167t 総噸数3,42565T 載貨重量5,717t 貨物艫容積（グ)4,540.83㎡
艫口数4 燃料油槽 15023㎡ 燃料消費量 10.2t/day 清水槽 121.42㎡ 主機械
伊藤M506HUS-DR型（デ)機関×1 出力（連続最大)3,300PS(220rpmM常用)"Q0ES(208rpm)

ﾌﾟﾛべﾗ 4翼Ⅲ軸CPP 補汽缶西田NCP-60/2駕織雷c淵電話 航海計器 lz--"､.-
発電機西芝300kMヘ×AC

445V×60Hz×3 (原)ヤンマ－6AL-HT型×3
速力（試運転最大)14.134kn (満載航海)120kn 航続距離3,456浬 船級・区域資格NK沿海
船型船尾船橋楼型 乗組員 18名 バウスラスター，スタンスラスター

-20－

セメント運搬船高塔山丸鶴丸海連株式会社
TAKATOUZANMARU

本田造船株式会社建造(第703番船） 起工57－5－10 進水57－7－26 竣工57－9－29
全長8402m 垂線間長78.00m 型幅 13.40m 型深 6.10m 満載喫水5.415m
満載排水量4,446t 総噸数 1,848.94T 戦貨重量 3,163.53t 貨物艫容積（グ)2,558㎡
燃料油槽81㎡ 燃料消費量 5.4t/day 清水槽35㎡ 王機械赤|"A34型(デ)機関×l

豊黙連薙織冊風(恕燃,(WM叩燃蝿恥×1(主機） 無線装置船舶電話
プロペラ 4翼1"CPP

航海計器レーダー 速力（試運転最大)13.975kn (満載航海)11．5kn 航続距離 1,500浬
船級・区域資格NK沿海 船型船首尾楼付全通一層甲板型 乗組員 13名他3名
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油槽船きそがわ丸興洋海運株式会社
KISOGAWAMARU

株式会社栗之浦ドック建造(第173番船） 起工57－4－11 進水 57－6－27 竣工57－7－29
全長83.80m 垂線間長78.00m 型幅 1200m 型深 6.30m 満載喫水5.563m
満載排水量 3,818.527t 総噸数 1,29443T 載貨重量 2,78184t 貨物艫容積("･､t)2,9993341If
主荷油ポンプ° 750㎡/h×70m×2 艫口数 10 クレーン 09t×1 燃料油槽 1841If
燃料消費量35t/day 清水槽 86.55㎡ 主機械赤阪A34-FD型(デ)機関×1

出力(連続最大)2,200PS(270rpm) (常用)尭灘難繋nl50kVA×1 , (原)ﾔﾝﾏ-185PS×1,200rpm×‘
プロペラ 4翼1軸CPP

補汽縮クリーンサーモエコ×1
主機駆動 150kVA×1 , 碇泊用50kVA×1,800rpm×1 無線装置船舶電話 航海計器衝突予防装置
レーダー 速力（試運転最大）13．2kn (満載航海)1279kn 航続距離 1,200浬

乗組員 12名船級・区域資格NK沿海 船型凹甲板船尾機関型 。居住区特殊防火構造

にピﾀﾘ省エネルギー対策 〃
●●

30OO篁罐皇ゞ’

鋒

全国40カ所のサービス網完備
f龍

がもめ鵬

’ ’
．｡nぺ雪
邇輪大臣認定製造嘱業喝

かもめプロペラ樵武芸社
＊ 推脂浜市戸暉区上矢部町690幕24うむ似引811-2451代蕊
亜京獅諦甑輔雌区訴I蹄一別-7鞆2三栄ビル'7'1鰯念034]1．劃記4弧-詑認ー薑一 ‐
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海洋研究船淡 胄 丸東京大学海洋研究所
TANSEI MARU

三菱重工業株式会社下関造船所建造(第852番船） 起工57－2－1 進水57－7－9 竣工57一10-15
全長 51.00m 垂線間長 4500m 型幅9.20m 型深 4.20m 計画満赦喫水3.70m
総噸数46984T 燃料油槽 162.2㎡ 清水槽 119㎡ 主機械ダイハツ6DSM－22N型

(デ)機関×， 出力(連続最大) 1 ,500PSx2(7201237rpm) (常則)1,27懸蝿噌難職5kW, 0125kW
う。ロハミラ

4翼1#IM CPP 発電機（主)300kVA×2 (")300kVA×1
(補)75W 航海計器ハイブリッド航法(ロランC,オメガ,NNSS) レーダー 速力（試運転最大）
140kn (航海) 12．0kn 航続距離 6,200浬 船級・区域資格JG第二種漁船(国際航海）
船型長船首楼型 乗組員23名ァ研究員11名 。日本近海における物理，化学，生物，地質．気象，および
水産学など各分野での基礎研究に従事する。 。観測機器の装備は深海用精密音響測探機(8,000mまでの水深を測
定する）， スキヤニングソナー, CTD測定装置，魚群探知機，気象・海象観測装置等である。

’
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一一一一
殉

I一一画一一一一■､召一一一一一,一一=一＝b－B－■一 ＝一一一一一一一一一 ■一一一■ー凸 ら■一一一一一■一＝ー旬●口F一一一○勺一一一一 ｡一一つ－｡－戸～一一●■丙一 ■－ザーー■一

－22－



チベンチャー
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一一ユロ

輸出撒積貨物船NEW

船主AllianceCarriers lnc (Liberla)
三井造船株式会社玉野事業所建造(第1251番船） 起工57－1－14 進水57－4－23 竣工57－10－5
全長263.00m 垂線間長253.000m 型幅42000m 型深22.800m 満載喫水（型) 16460m
総噸数59,401.47T 純噸数46,786.90T 戦貨重重 129,088t 貨物艫容積("-<)1363764nf
(グ）141,604.8㎡ 艫口数9 燃料油槽4,810.4㎡ 清水槽506.6㎡
主機械三井B&W6L80GA型(デ)機閏×］ 出力(連続最大獺滞臭(1淵好溌用) 16700PS(103rpm)
う°ロペラ 4翼1軸 補汽缶竪形横煙管式2,000kg/h×6kg/ci×1 発電機AC450V×3｡×60Hz
x850kV八×3 (原)ヤンマ-1,000PS×720rpm×3 無線装置送(主)15kW×1 (") 130W×I
受(主)全波×1 （補)全波×1 VHF 航海計器デッカ ロラン
速力（試運転最大)16.89kn (満載航海) 1449kn 航続距離27,480浬
船型平甲板型 乗組員36名 MIDP付

NNSS衝突予防装置レーダ'一
船級・区域資格LR遠洋

－23－
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輸出自動車／撒積貨物船CO－OP EXPRESSI

船主CO-OPBalticCorporatlon (Panama)
日立造船株式会社舞鶴工場建造(第4714番船） 起工57－2－12 進水 57－5－12 竣工57-9-30
全長21000m 垂線間長20100m 型幅 32.20m 型深 1920m 満載喫水 1240m
満載排水量69,073t 総噸数32,077.67T 純噸数23,802.32T 載貨重量53532t
貨物艫容積（グ)77,261㎡ 艫口数5 デッキクレーン 1－10t×4 Car・Cont搭載数,Qr: 3,570台
(日産Violetbase)Cont: 102個 燃料油槽2,237.6㎡ 燃料消費量40.8t/day 清水槽358.8㎡

主機械日立B&W6L67GA型(デ)機関xⅢ 出力(連蕊窯l型男端蒲晶蝿溜鍬圀臘恕プロペラ 4翼1軸 補汽缶竪形油焚き×1
3‘×60Hz×720rpm×3 無線装置送(主)15kW×1 (補)50W×1, 130W×1 受(主)全波×1 (補)全波×1
船舶電話VHF 航海計器デッカ ロラン レーダー 速力（試運転最大)1611kn (満載航海)14.1kn
航続距離12,600浬 船級・区域資格NK遠洋 船型船首楼付平甲板型 乗組員35名（本文53頁参照）

－24－
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輸出撒積貨物船 YICKWING

船主HongFat Shlppmg lnc (Panama)
佐野安船渠株式会社水島造船所建造(第1045番船） 起工57－1－13 進水 57－4－9 竣工57－7－2
全長 18980m 垂線間長 18000m 型幅3120m 型深 1600m 満載喫水 11322m
満載排水量 51,052t 総噸数 21,080.82T 純噸数 14,76461T 載貨重量42,943t
貨物艫容積（ベ）48,489.7㎡（グ）50,226.9㎡ 艫口数5 クレーン15t×22mR×5 燃料油槽2,9315nf
燃料消費量40.7t/day 清水槽358.0㎡ 主機械三井B&W6L67GFCA型(デ)機関×1 出力
(連続最大) 13,100PS(123rpm) (常用)11,900PS(119rpm) う°ロペラ 4翼1軸 補汽缶竪形コンポジット

礁套普淫淫！f柵等｛h("130W×】 受金波×2 VHF発電機西芝AC625kVAx450V総計霧)蜜〃鼎蜑蕃聖粥塞豊
レーダー 速力（試運転最大)17.98kn (満載航海)155kn 航続距離20,000浬船級・区域資格NK遠洋
船型凹甲板船尾機関型 乗組員42名 ｜司型船YickFat北
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安全な航海のため、
撫乞室の窓はクリヤーに。

結露･氷結から視界をまもりま魂

変わl)やす↓･海洋気象、飛び散るしぶき

吹き付ける氷'･'ず､操舵室の窓は、どうしても

": I)がちで､す。

て､もこ一トライ|､Cの窓なら､いつも快適な視

界をお約束します｡ヒートライI､Cはガラス

表面に薄い金属膜をコーティングして迪屯

発熱きせ､鐘l)だけて､態く、氷結を防ぎ､鋤

'常もする安余な窓ガラスです。もちろん金

li爵膜は透視の妨げ．にはなI)ませんし､彼膜

の保謹や感迩防1tもﾉj余ですbまたガラス

は〃--.割れても破ハの飛び散らな↓､安公な

合わせガラスですも

ヒート秀イロ=｡⑥

●旭硝子
〒100 !|[京都T代1 1 11x: jL'' lﾉ､]21 2 Tハ1M

"'03|2185397 1｣II I Ii'i l."
－25
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輸出撒積貨物船WORLDHARVEST

船主Hornet CompanySA(Panama)
株式会社大阪造船所建造(第408番船） 起工56－12－18 進水57－4－26 竣工57－8－10
全長 186.214m 垂線間長 178.000m 型幅28.400m 型深15.600m 満載喫水 11250m
満載排水量45,379t 総噸数19,701.87T 純噸数14,188.27T 載貨重量37,600t 貨物艫容積
(ベ）46,068㎡（グ）46,939㎡ 艫口数5 デツキクレーン25t×19m/mm×5 燃料油槽2368.2If
燃料消費量3741t/day 清水槽 434.4㎡ 主機械日立B&W8L55GFCA型(デ)機関×1 出力
(連続最大)12,000PS(155rpm) (常用)10900Ps(150rpm) プロペラ 4翼1軸 補汽缶コンポジツト
コクラン式7kg/c価×1,400/1,400kg/h 発電機大洋電機5875kVA×AC450V×60Hz×3｡×900rpm×3
(原)ダイハツ690PS×900rpm×3 無線装置送(主)12kW×1 (補)75W×1 受(主)1 (補)1 VHF
航海計器デッカ ロランオメガレーダー 速力（試運転最大)17900kn (満載航海)152kn
航続距離 19,100浬 船級・区域資格LR遠洋 船型凹甲板型 乗組員 43名

－27－

セレ ペルタミナ

輸出プロダクトタンカー SELE/PERTAMINA3006

船主KwartaDaya S.A. (Panama)

佐世保重工業株式会社佐世保造船所建造(第307番船） 起工57－2－15 進水57－5－12 竣工57－9－28
全長 180.00m 垂線間長 171.00m 型幅 30.00m 型深 15.00m 満載喫水8856m

満載排水量37,882t 総噸数18,954T 純噸数11,974T 戦貨重量29,990t 貨物油槽容積42‘061㎡
主荷油ポンプ10,000㎡/h×75m×3 デリック 10t×2 燃料油槽732㎡ 燃料消費量32.27t/day

清水槽654㎡ 主機械IHI Sulzer6RLB66型(デ)機関×』 出力(連続最大)11,100PS(12莞鶴(常用)9,990PS(120rpm) プロペラ 5翼1軸 補汽缶竪型水管式20t/h×16kg"×1
無線装置

大洋電機850kV激×AC450V×3｡×60Hz×720rpm×3 (原)ダｲﾊﾂ1,050PS總無×耐SS衝突予防装置送(主)1.5kW×1, (補)130W×1 受(主)50W×1(補)30W×1 VHF
レーダー 速力（試運転最大)15.73kn (満載航海)14.92kn 航続距離 7,000浬 船級・区域資格



I

’
舗

オーシ孔･ン ランナー

輸出石油製品運搬船OCEANRUNNER

船主OceanRunner Co,Ltd(Greece)

株式会社神田造船所建造(第263番船） 起工56－12－8 進水57－3－25 竣工57－7－15
全長 172.000m 垂線間長 162000m 型幅26000m 型深 14600m 満載喫水 10.738m
満載排水量37,403.61t 総噸数 17,929.96T 純噸数12,33482T 載貨重量29,9990t
貨物油槽容積41,307㎡ 主荷油ポンプ750㎡/h×100m×4 デリック 10t×2 燃料油槽C1,682ni
D242㎡ 燃料消費量35.9t ｡'day 清水槽 418㎡ 主機械日立B&W6L67GFC型(デ)機関×1
出力（連続最大111,200PS(119rpmL(常用)10200PS(115rpm) プロペラ 5翼1軸 補汽缶

撫蝿9罎鱈115k耐×1 (")50噸翼」 受(主)全波SSB×1 (")金波×】 船舶電話VHF発電機富士電機AC450V×60Hz×3｡×ヨ (原)ダｲﾊﾂ660PS×720鵜轤
ロランNNSS衝突予防装置レーダー 速力（試運転最大)16061kn (満載航海)149kn 航続距離 13,200浬
船級・区域資格LR遠洋 船型船首楼付平甲板型 乗組員 34名 同型船TormVenture

－28－

プラネディヤ 1． リティヤ

輸出石油精製品運搬船 PRANEDYATRITYA

船主ScorpaPranedya 'IT･ansoil, Inc. (Panama)
日立造船株式会社舞鶴工場建造(第4703番船） 起工56－11－10 進水57－4－8 竣_L 57-9-17
全長 158.00m 垂線間長 150.00m 型IIg 25.80m 型深 10.80m 満載喫水7.018m
満載排水量22,828t 総噸数10,727.83T 純噸数6,656.28T 載貨重量 18,120t 貨物油槽容積
22,927.76㎡ 主荷油ポンプ500㎡/h×75m×3 デリックブーム5t×15m×2,クレーン2t×1
燃料油槽 588.68㎡ 燃料消費量 19.7t/day 清水槽438.48㎡ 主機械日立B&W6L45GFCA型

(デ)機關×Ⅲ 出力(連続最大)5,910PS(175rpm) (常用)5,380P鼻黙p蹄自己急激ブ勢側500鯨曹職鍜譽縞識糒搬:×擶誰簿輔魁ヨ無線装置送(JZ)1.5kWx1(")130W×｣受(主)金波×！
(補)全波×1 VHF 航海計器NNSS衝突予防装置レーダー 速力（試運転最大) 13.96kn
(満載航海)13.1kn 航続距離8,100浬 船級。区域資格LR遠洋 船型平甲板型 乗組員42名

L
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’その苦悩と喜び 毎琿人獅読の害
、

、

（

ノ<西洋の11ﾐ染な低気I餡その' 〔人な追
波をうけてﾉとる恐ろしさを私は'|まれて

はじめて知=ｿた…･ ･ ･いよいよとなると、
秘は|'|分の'k命を神にかけて助けてくれ

しい-)細ｷにな=,たそのように神に祈
=-,ても'|伽､はなか＝』た i't砿な人命

と財巌をあずかる#li狼の孤独と ,''',:'|IM、 こ

れをI,tllliしたときのif徹した心｣党、雌｡}f

使命を果たしえた＃',i:びか激し< llijを･イ1つ

二一）したﾉ､):llれぬ許:荷たちク) IIIII:'ｿj･によ＝，

-7= l l ixi":ifl土父えられているのだ／

大lE14年'､』た窓を出て榔連界にはい'） 、

/>-l lまで55年間「H本抑逆とともに歩み」、

ことに岐近の25年llllは禿腱するl l本榔遮

を1Iﾃ蛾に、 llil l"i伽巡の|細If台をI)Liに東に

馳せめ〈･ '） 、榔述l,il 'IWの蚊I高渕懐尚･とし

て|ｲ《|鮴なl ,ilW間浬をさばいてきた杵尚-か、

係j'･の代の参考にとまとめ卜､>れたのか本

刈:である いわば後lll:への迩什:であるか、

ひとり後|趾に役立つばか|）てなく 、 ′『日

ただいまi〃述人,必,洸のi』fであることを.雌

|！ ;するI脇卜ljfMIII氏）

’

’

’
し

本代に送料を添えて、現金当刊ま

たは郵他切手で/,f!氾宛おIIIし二zJ､ |、

ざい卿仙1版杵（来京3 136412爵’

の二利lllもlll米ます

お問いあわせは収京031552 '5031$

財旧1法人

日本海事広報協会
〒104 4[}i(WIj! | ' !lLI"lil l l l 23 17

)(}
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進水言己念貝曽呈用に

不二の蒟合舶美術模型を

蕊
…

騨

Bulk/OreCarrierContainer

MVEVERACE

船主DriefonteinCO,Ltd

造船所金指造船｡豊橋工場建造

深さ

喫水

重量

15.80m

10.35m

42,149t

全長

垂線間長

船幅

207.62m

195｡00m

31 ｡60m

株式会社不二美術模型
代表取締役社長 桜庭武二

東京都練馬区高松2丁目5の2 TEL.東京(998)1586

－30－



の現況Wartsila

世界的不況の惨透は造船及び海運も例外でない

が，独自の潤渉をつづけている造船所に,Finland

のWartsil自社Turku(Pernoを含む)とHelsinkiの

両造船所がある。

Turku造船所はUSSRのWOSudoimportから

S1beriaの河川清水域に使用する吸上げ俊喋船2隻

(船価2-millionmarkka),USSRの大陸棚油田

用としてクレーン船1隻(船価450-millonmarkka)

の注文を獲得した。

WArtsila社の現下受注総額は9.5-billionmar-

kkaに達し，内造船部門だけで8.5-billionmar-

kkaに及んでいる。特殊船の需要は一般商船ほど

大きくないが，市場の変動による影響を少なく食

止める効果があるとされている。

速水育 三

Crane Vessel

Length 17980m

Breadth 36m

Draught 8.90m

Speed 115knots

Machinery Diesel-electric,

diesels3×WartsilaVasal2V32

Output 12,285kW

Hoistingcapacity

toaheightof60m 1,600tons

Accommodation 120persons

HellcopterdeckforMI-85

Wartsil且のHelsinki造船所は$130-million,

37,000-tonのCruiseliner,MSSONGOFAM

ERICAを艤装中であり, $150-million,40,000

-tOnのCrmseliner(船名未定)を建造中であるこ

とは，既に本誌上で紹介してある。 40,000-ton

のCruise linerはoptionとして1隻が保留されて
いる。

Suction dredgers

Length

Breadth

Draugh

Speed

Crew

Machinery

111m

16m

1．85m

8knots

32persons

Diesel-electric,

diesels2×WartsilaVasa8R22

2×WartsilaVasal2R22

5,900kW

dredgingpmnps 2×10,000㎡/h

Output

Capacityof
－31－

ｿ連邦のWOSudoimport

向け1,600Tクレーン船と

吸上げ淺漂船の想像図
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社団法人

日本造舟 業会
善司
16号（船舶振興ビル）
9

会長梅田
15番

10～1

東京都港区虎ノ門1丁目

電話 （502)20

曇JAPANSHIPEXPORTERS'ASSOCIATION

日本船舶輸出組合
理事長西村恒三郎

東京都港区虎ノ門1丁目 15番16号（船舶振興ビル）

電話本部(502)2094分室(508)9661(代表）

社団法人

日本中型造船工業会
会長甲佐泰彦

東京部港区虎ノ門 1丁目 15番16号（船舶振興ビル）

電話(502) 2061～3,分室(503)6450･58･ 59

財団法人

毎事協会鰯日態
会長佐藤美津雄

東京都千代田区紀尾井町4番7号
電話 (230) 1201 (代）

－32－



’ フ社団f去人

本舶用T業会日
会長野島富雄

東京都港区虎ノ門1丁目 15番16号（船舶振興ビル）
電話(502)2 3 7 1(大代表） |’

|’ 財団ネ去人

日本舶用機器開発協会
理事長濱田 Eヨタヰ

東京都港区虎ノ門1丁目15番16号（船舶振興ビル）
電話 （502)2371(大代表）

’
聯

JAPANSHIPMACHINERYEXPORTASSOCIATION

’社団法人日本舶用機械輸出振興会

会長吉川武夫

事務局(本部）東京都港区虎ノ門1丁目15番16号(船舶振興ビル)電話03(504)0391
テレックス 222-2548 JSMEA J

海外事務所サービスセンター ロッテルダム・シンガポール
共同施設(ジェトロ） シンガポール・シドニー・ニューヨーク。ロッテルダム

社団法人

日本船舶電装協会
会長長谷川錦三

東京都港区新橋3丁目1番9号(日本ガラスエ業センタービル）
電話 (504) 0 8 5 8

［
－33－
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第一中央汽船株式曹牡

取締役社長 森 田 謙一郎

本社東京都中央区日本橋3の5の15 （同和ビル）

電話東京 （2 7 8） 6 8 0 0 （代表）

JI) 1 6

i巨重太平洋沿海汽船株式会社
取締役社長 岡 田 茂 秀

専務取締役 深 澤

〒100束京都千代田区大手町2

電話 東京（270）2708

喜代司

l-目6番2号(日本ビル）

（代）

本 社

34
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カーフェリー“シルバークイーン2”

章

……

船主シルバーフェリー株式会社
株式会社新潟鉄工所新潟造船工場建造(第1750番船） 起工57－2－5 進水57－6－4 竣工57－9－26
全長120.62m 垂線間長 110.00m 型幅20.50m 型深 11.65/6.60m 満載喫水5.176m
満載排水量6,777.46t 総噸数4,213.61T 載貨重量 2,524.43t Car搭載数
8tトラック52台，乗用車68台 燃料油槽369.09㎡ 清水槽206.32nf

主機械新潟SEMTPielstiCk8PC2-5L型(デ)機関×2 出力（連続最大)5,200PS×Z(52qr")

（常用)4,680PS×2(502rpm) プロペラ 4翼蝋霞鵠4謡×鯨認蠕記淵糯段総譜遇（排ガス｣750kg/h×7kg/ci×2
無線装置SSB 10W×1 船舶電話VHF 航海計器レーダー 速力（試運転最大)20.73kn
（満載航海)17.2kn 航続距離3,300浬 船級・区域資格JG沿海 船型全通船楼型
乗組員32名 旅客439名 。客室は特等2名(ツインベッド）5室， l等(洋室4名）3室，（和室6名）4室， 2等
（和室6名）2室， （洋室4名）3室， 2等一般， ドライバー室等である。 航路八戸～苫小牧

・ランプ／ドアは船首端，船首部右舷，船尾の三ケ所 （一般配置図は次頁を参照）
35－

向って右上
左上

特等室 右下レストラン
ドライバー室 左下 1等室

隆一
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日本商船隊の懐古 山田早苗氏提供

～

貨客船あふりか丸大阪商船株式会社

“食ケ

ギ

分

h勺■P

穏
溌

…

三菱重工業㈱長崎造船所建造(第270番船） 船舶第号21798 船舶信号NRBP→JDFD
起工大6－3－12 進水7－1－30 竣工 7－2－28 垂線間長 14478m
型幅 18.59m 型深996m 満載喫水8.53m 排水量 11,689t

総噸数9,500.0T 純噸数5,9400T 載貨重量 11,211.0t
主機械三連成レシフ°ロ機関×2 出力（連続最大)7,890PS 速力（試運転最大)16346kn(航海)11.81kn
船級・区域資格逓信省第1級船遠洋区域ロイド100A1withfreeboardLMC鋼船 旅客1等24名
3等372名 姉妹船あらぴあ丸，ありぞな丸，あらばま丸 船籍港大阪

大阪商船では，明治42年7月たこま丸型6隻を建造し

香港～タコマ間の北米航路を開設したが，大正4年には

まにら丸クラス2隻を投入、さらに大正7年に本船と，

あらぴあ丸，ありぞな丸，あらばま丸を新造し，この航

路に就航させた。

本船は，その第1船として完工したもので，まにら丸

型の実績をさらに改良し，造船奨励法の適用を受けて建

造した当時の最優秀船である。速力もまにら丸型の14ノ

ットより16ノットに増加した。

本船クラス4隻の建造に使用した鋼材は，大阪商船が

直接米国ミッドベール製鉄会社へ発注し大阪商船の船で

日本へ輸送した。これは，当時欧州からの鋼材輸入がス

トップ°したことや船価の高騰をおさえるためであった。

本船は遮浪甲板船で，船橋楼内左舷にl等客室を配し，

42名を収容した。同甲板最前部に食堂があり， 3つの長

テーブルに各15コの椅子，合計45コが配置された。3等

客室は上甲板後部，即ち機関室駐|壁より船尾に至る全部

をこれに当て，その外に20名定員の女子専用室を4室設

けた。また，船尾楼内には男子，女子用の病室各1室が

あり，いずれも4名定員となっていた。

艫口は前部に3コ，後部に3コ計6コで，第4船艫内

には冷蔵貨物庫を，第1，第2船艫上甲板上甲板間の両

舷にシルクルームを有し，その他植物油輸送のための油

槽も設けた。

主機は普通の三連成レシフ°ロ機関2基で，ボイラーに

は江崎式スーパーヒーターを採用した。

本船クラス4隻は姉妹船であるが，ありぞな丸，あら

ばま丸は船首楼甲板に小型のデリックポストがある点，

他の2隻と相違していた。

大正7年3月より香港～タコマ線に就航，従来のまに

ら丸，はわい丸に加えて本船クラス4隻の就航により太

平洋の覇を制した感があった。大正13年には重油燃焼装

置に置換する改造を完了した。昭和6年4月アフリカ東

岸線に配船された。

昭和16年10月6日徴傭されて陸軍軍用船となる。11月

8日太沽を経由して11月12日宇品にもどる。開戦時はサ

ンジャックに在り，その後，香港を攻略した第38師団の

一部，東方部隊の連隊本部と第3大隊を乗せ， 4隻の船

団でフィリピンのダバオに回航，昭和17年1月27日午後

3時30分出撃， 1月31日午前2時40分アンボンに敵前揚

陸した。その後，制圧部隊を再び収容して2月17日午前

5時アンボンを出撃， 2月20日チモール島上陸作戦に参

加した。その後，ケンダリー，高雄，香港， リンガエン，

上海，シンガポール，ジャカルタ，マニラ，大連を経由

7月11日に門司に帰る。 7月20日徴傭解除となり船舶運

営会の使用船となる。昭和17年10月21日，船客38名を乗

せ航海中，台湾北方洋上北緯24度26分。東経120度26分

にて雷撃を受け沈没，乗組員2名が戦死した。

－38－
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貨物船淡路山丸三井物産船舶部
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玉造船所建造(第245番船） 船舶番号45716 船舶信号JXOM

起工昭13-3-29 進水 13－12－22 竣工 14－7－15 垂線間長 14514m
型幅 19.5m 型深 124m 満載喫水8.889m 総噸数9,793.88T

純噸数5,81746T 載貨重量 10930t 主機械三井B&W二衝程複動縦型自己逆転
無気噴油式ディーゼル機関DM862WF･-140B型×1 出力（計画)9,600PS 速力（試運転最大)19.90kn

船級・区域資格逓信省第1級船遠洋区域鋼船 乗組員 54名 姉妹船綾戸山丸
船籍港神戸

ヨークに向け処女航海に向った。当時は日中戦争たけな

わの時でもあり，本船の場合は時局柄各港でのレセプシ

ョンは省略された。その後ニューヨーク航路に定期配

船されていたが，昭和16年7月陸軍に徴臓され軍用船と

なる。 10月11日コロ島より, 15日高雄, 20日虎門を経て，

10月22日神戸にもどる。翌23日には宇品を出港，マレー

半島上陸作戦に参加するため11月20日広東沖に到着，広

東地区にあった第18師団から編成された侘美支隊を虎門
より乗せ，姉妹船綾戸山丸とともに出撃，佐倉丸を加え
た3隻の船団で7日正午タイ湾フコック島南部に集結，
12月8日開戦とともに，マレー半島東岸コタバル地区に
歩兵旅団司令部，第56連隊・第1大隊。第5中隊，砲兵
中隊，師団工兵1小隊，その他合計1653名を敵前揚陸
する。しかし，午前2時30分の空襲で第2船艫に直撃弾
3発を受け，航空燃料に引火し大火災となり，駆逐艦綾
波，磯波が救助に当ったが，船体は放棄され, 12日午後
10時オランダ潜水艦(K-12)の雷撃を受け沈没した。コ
タバル沖ツンバット灯台の70.5度。17,300mの地点であ
った。太平洋戦争における初の戦没船となった。

三井物産船舶部のニューヨーク航路は，昭和7年5月

信貴山丸を第一船として開始され，その後，赤城山丸，

岩手山丸，箱根山丸，白馬山丸を配船，他社の優秀船投

入を見ながら，とくに新造ディーゼル船や他社からの傭

船を加えて月1回の配船を実施してきた。

昭和10年7月，吾妻山丸，天城山丸，阿蘇山丸，青葉

山丸などのA型船4隻の完成により懸案の定期配船力確

立，月1回の定期発航となった。昭和13年，有馬山丸，

浅香山丸，熱田山丸の竣工にともない,A型船のみで月

2回の発航となった。

昭和13年3月本航路にさらに2隻の新造船を投入する

ことになり， これが玉造船所に発注された。

本船はその第1船として，当時の優秀船建造助成施設

法の第2種船（命令番号112号）の適用を受けて完成し

たもので，本船の就航によりニューヨーク航路は，これ

らA型船8隻のみで余裕をもって月2回の発航が可能と

なった。

本船は，熱田山丸クラスを拡大改良したもので，船橋

楼は4層となり居住性は大幅に改善され，流線型を各所

にとり入れ外観はスマートさを増し，スピード感を強調

した。最大馬力に於ても，当時玉造船所で建造したもの

のに|ｺでは最大の9，600馬力を装備した。

昭和13年12月22日正午玉にて進水，翌年7月15日竣工，

8月27日には神戸を出港して31日横浜を経由してニュー

（訂正，本誌35巻11号掲載の万寿丸は，大連にてソ連
により接収され, 1977年現在ソ連海軍の補助艦艇YENS

EI号となっている。資料提供をいただいた山田廸生氏

に感謝いたします｡)

‐
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ソフトウエア技術者特に

有限要素法解析経験者
計測､制御､画像処理等のコンピュータ・システム

の開発に多くの実績を持つ日本システム技術㈱

G@NSG''は、構造解析の分野でも、モダル解析の

ソフトウエア販売で大きな実績を挙げており、

さらにミニコンピュータによる、有限要素法解析

用ソフトウエアを海外のソフトウエア会社とも

協力して開発しております。

技術社員募集要項

職種コンピュータシステム

・ソフトウェア開発設計技術者

・有限要素法解析技術者(経験者）

・システム開発技術者

・営業技術及び保守技術サービス要員

資格男女経験者30歳位迄(新卒も可） ）

給与経験･年齢を考慮の上､当社規定により優遇

例） 29歳/22万4,000円

待遇昇給年1回、賞与年2回(56年度社員平均

実績7.5カ月)、交通費支給、各種社会保険

完備、退職金制度有(企業年金制度併用）

勤務勤務時間/9:00～17:30

勤務地/東京､名古屋､大阪(本人希望尊重）

休日休暇 日曜､祝日､土曜(月3日）、年末年始6日、

有給休暇(年間12日以上)､夏季休暇（3日）

応募希望勤務地に電話連絡の上、履歴書(写真

添付)を持参来社ください。郵送も可。

連絡先東京丑(03） 503-8736担当/友添､高畠

名古屋壷(052)583-1195担当/太田､岡本

大阪壷(06） 251-2091 担当/小田､土橋

主な技術分野と事業内容

'奥l城I汁測、製造検査の''1勤化とそのデータ符理、

1曲1像、 IxI形の処即とそのII I!力嘩の分野：

・ソフトウェアの附発

・システムの開発力'［, 、機器を含めたシステム、

伶体の納入、設置、保守までの総合サービス

。 ､ノフト『ツェア・（､ソケージの販光（ｲ1－限甥素法、

モタ.ル解析、アナログデーダ人ﾉJ、フーリエ解析、

ク※ラフll'!ﾉj、各柿クロス． 、ノフトウェア）

回日東三Jズ三ﾑ技術柿式会社
資本金／1億円、創立／昭和47年8月、従業員70名

束求郁港区ﾙ'乞ノIIIll-2-8(↓陰ノl' 'l琴平会館ビル）
",{｢If｢li中村|><名駅4-11-27(第2暇Ⅱl lヱル東航）
火|仮｢|iifil><I*i船場4-3-11(ノ<阪腰lllビル）

本 社
支 社
大阪営業所
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12月のニュース解説
米 田 博

（火） 関谷勝嗣氏。

12月

2日○横浜地方海難審判庁で, 1月初めベーリング海で

（木） 沈没した日魯漁業所属の遠洋底引き漁船第28あけ

ぼの丸（549トン）の海難審判が開始された。

3日●コペンハーケンでEC首脳会議開幕(4日まで)。 ，
（金) EC諸国の景気が来年上向く可能性はほとんど又

は全くないとの悲観的見解を明らかにした。

○運輸省，昭和57年度運輸経済年次報告(運輸白書）

を発表した。

4日●中国第5期全国人民代表大会（全人代）第5回会

(土） 議で新憲法を採択，公布，施行。これは1949年の

新中国（中華人民共和国）建国いらい4番目の憲

法。

○4日付紙によれば日本造船工業会はこの程昭和58,

59年度の操業不足状況をまとめた。これによると

9月末現在全国で確保している操業量（建造許可，

進水ベース)は,58年度が195万CGRTで,59年度

が30万CGRTで,55年度の操業量を基準にすると

操業量の不足は両年度に655万CGRTに上ってい

る。

6日○マニラでアジア太平洋造船専門家会議開幕（10日

（月） まで）

8日○海事振興連盟（小坂善太郎会長）は理事懇談会で

（水） 海運造船両業会の不況対策を強力に支援すること

をきめた。

○日本造船工業会と造船造機労連は「造船産業労使

会議」 （議長，梅田善司造工会長）を開いた。

○原油アラビアンライトのスポット価格29ドルを記

録。 1カ月前の3ドル安，公定価格34ドルの5ド

ル安。

9日○パナマ市で日，米，パナマ三国政府代表により

（木） 「新運河FS(企業化可能調査）準備委員会」の第
1回合|司会識を開催(10日まで)。

10日○ジャマイカのモンテゴベイで6日から5日間にわ
（金） たって開かれていた国連海洋法条約署名会議で参
加国約150のうち， 117カ国他2が署名して閉幕
した。日，米，英をはじめ22カ国が署名を見送っ

た。条約は60カ国の批准後， さらに1年で発効す
る。

このたび編集部の都合で本欄を私が担当することとな

った。私は昭和27年5月号から34年1月号まで6年9カ

月間に81回にわたって本棚を担当させていただいていた

ので，ほぼ当時と同じ手法で「ニュース解説」を試みる

こととしたい。

海運・造船日誌

11月21日～12月12日

○海運・造船問題

●一般政治経済問題

11月

19日○船舶整備公団は高経済性内航船技術懇談会に，船

（金） 主，造船所， メーカーおよび学識経験者からなる

「省エネルギー船追跡調査グループ°」を設け，55，

56両年度にわたって省エネルギー船追跡調査を実

施してきたが，報告書を完成して発表した。

22日●ジュネーブでガット （関税貿易一般協定）閣僚会

（月） 談が開幕。 （29日ジュネーブ宣言をして閉会）

24日○大協タンカーと石川島播磨重工業は，大協石油の

（水） 積荷保証で第38次計画造船として238,000DW型の

超省エネルギー型VLCCの建造を発表。VI_CCの

日本船越造は3年ぶり。

●自民党総裁予備選で中曽根康弘氏が56万票弱約57

％を獲得して圧勝。 2，3位の河本敏夫，安倍晋太

郎の両氏が総裁決定選挙（本選挙）への立候補を

辞退。25日の臨時党大会で中曽根氏が第11代総裁

に就任。党三役は二階堂進幹事長，田中六助政調

会長留任の他，総務会長細田吉蔵氏。

25日○三井造船は，国産では初めてのダイナミック・ポ

（木） ジショニング・システム(DPS=自動船位保持装

置）とその試験装置（シミュレーター）を独自技

術で開発し， 1号機を完成したと発表◎

26日●臨時国会衆参両院本会議で中曽根康弘氏が第71代

（金） 45人目の首相に選出された。27日に組閣完了し，

運輸大臣長谷川峻氏。

○UNCTADの船舶の登録要件強化に関する第2回

政府間準備会議(IDG)は11月8日以来ジュネー

ブで開かれていたが，便宜置籍船問題の解決が見

られないままに閉会した。

30日●中曽根内閣の政務次官23人発令。運輸政務次官は

－41－
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表品目別海上貿易量 （単位：百万トン）

日本の海運造船の課題

今月は，私が担当する娘初の号であるので，丁度運輸

省から発表された昭和57年度運輸経済年次報告（運輸白

書）に主な基礎を置いて，現在日本の海運造船が置かれ

ている環境と，今後私が主として解説したいと考えてい

る問題の所在を明らかにしておきたい。

海上輸送需要の停帯

次に示す2つの図は日本経済研究センターが毎月発表

しているBusinesslndicators (景気動向指標）の昭和

57年12月号から石油需要量と粗鋼堆産量をピック・アッ

プ°したものである。これを見ると，石油の原料である原

油と鉄鋼の原材料である鉄鉱石および原料炭の輸入が54

～55年にくらべて56～57年が如何に低いレベルにあるか

が明瞭である。現在の海運造船の悩みの原因は本図に象

徴されているといえよう。

石油需要量；山,Vfi 万城

か運ばれておらず，外国用船で33．0％運ばれている。輸

出輸送量77.3百万トンに関しては日本船で21．5％，外国

用船で33.1％，合計日本商船隊で54．6％積取っている。

近年における日本海連の悩みは昭和50年以降日本船が

伸び悩んでいることで， 54～56年は利子補給などにより

日本船は可成り増加したのであるが，外国へ買船して仕

組船として使用するものもあるため大きな増加とはなら

なかった。

外航海運の今後の方向と船員制度の改革

運輸白書はその一節で表題のテーマについてとりまと

めているので概略紹介しておく。
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近年，発展途上国は，自国商船隊の整備の一環として，

政府が海運活動に介入し， 自国船優遇措澄をとるととも

に, UNCTAD等の場において，海運自由の原則を見

直し，新海運秩序を確立しようとする動きを強めている。

既に定期船分野では1976年に定期船同盟行動憲章条約が

採択されているが，発展途上国は更に，バルク輸送への

参入，便宜置籍船の抑制等を強く求めている。

このような動きに対して，我が国を始めとする先進海

運国は，海連活動は市場原理に任せることが最も効率的

であり， それが一次産品輸出国である発展途上国貿易発

展のためにも必要である旨主張してきた。

一方，貿易立国の我が国にとって安定した海運輸送力

を供給しうる我が国商船隊の維持整備は，経済の維持，

発展のために不可欠である。そのためには，安定した運

賃，外国船に対するバーゲニングパワーの観点並びに我

が国の安全保障の観点から，我が国商船隊の中核として

日本船員の乗り組む一定量の日本船を確保しておくこと

が是非とも必要である。

日本船を今後とも維持整備していくためには， 日本船

の国際競争力を回復することおよび安定的に船舶を建造

できるよう企業体力を強化することが必要である。

－
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（－は日経センター見通し）

運輸白書によれば，わが国の主要品目の貿易通は55,

56年については次表のようになっている。

石炭が56年で多かったのは一般炭の輸入が多かったた

めである。

56年についてみると，輸入輸送戯の合計567.4百万ト

ンのうち69．6％は日本船または外国用船による日本海連

の手により運ばれているが， 日本船によっては36.6％し

－42－
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55年 56年 対前年比％

輸入 油
石
炭
材

鉱

原
鉄
石
木

その他共計

221.0

133.7

68．2

29．9

605.6

197.6

123.4

78．3

23．0

567.4

89

92

15

77

1

94

輸出 鉄 鋼

その他共計

29.9

76.5

28.8

77.3

96

101
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国際競争力の回復のためには，労使の一致した企業努

ノノを前提としつつ計画造船制度による建造資金コストの

低減， 自動化のための船舶の技術革新の推進，更にこれ

に対応した船員制度の近代化を進めていくことが必要で

ある。また市況変動の大きい海運の特性にかんがみ，好

況時に内部留保を養うことを可能にするための施策が必

婆である。

近年，船舶の技術革新の進展は著しく，これに適応し，

かつ，優秀な日本船員の能力を十分に活用しうるような

新らしい職務体制の確立を目指して官労使および学識経

験者の協力の下に船員制度の近代化の検討が行なわれて

きた。その結果，航海当直体制の特例，新らしいタイプ

の船舶職員である運航士制度の創設などを内容とした船

員法および船舶職員法の改正が行なわれた。

今後は日本船員が乗り組む日本船が国際競争力を回復

し， 日本船員の職域を確保するうえでの条件を整備する

ため，船員制度の近代化を更に進め，それに対応した船

員教育副||練体制を充実強化していく必要がある。

造船の今後の展望と課題

一－．?，一"’一一ぞ"一｢一二一.一三一面一一P 」イーご一=一戸J一言『･一一写竺一戸了＝一一一- .一・＝

船業における船舶建造需要見通し」によっても， 56年度

に500万CGRT(標準貨物船換算トン）の水準にまで

に回復した我が国の建造量は， 58年度および59年度には

56年度比10彩減程度の水準まで落ち込み，回復は60年度

頃になるものと予想されている。

また，他国の造船業に目を向けてみると，西欧造船諸

国は高付加価値船の建造，建造船種・船型の専門化等，

量より質の充実に努める一方，助成策を強化するなど保

護主義的色彩を強めてくることが予想される。更に，第

三造船諸国はより一層市場参入の度合を強めてくると考

えられることから，今後の世界造船業は限られた市場の

中で，我が国・西欧造船諸国・第三造船諸国の三大勢力

の間で今まで以上に競争が激化することが予想される。

このように我が国造船業を取り巻く国際環境が厳しさ

を増しつつある状況下にあって，今後とも我が国造船業

が健全な発展を遂げていくためには， これまで以上に国

際協調の推進と国際競争力の維持強化に努めていく必要

がある。

まず，国際協調の推進については，我が国造船業を正

しく理解させるための広報活動を積極的に行なうなど，

今後とも地道な努力を続けていく必要があるとともに，

第三造船諸国との対話に努め，我が国・西欧造船諸国・

第三造船諸国間での世界の需要動向等についての共通認

識を深めていく必要がある。

次に，国際競争力の確保;こついては，一つにば，従来
のタンカー． ベルクキャリーア･を中心としてきた建造から・

肯エネ,しギー船，超自動化船，氷海商船，海洋構造物等
新しいニーズに対応した付加価値の高い船舶の建造技術
を開発していく,必要がある。

更に，労働苫の高齢化に伴う生産性の低下の防'上，第
三造船諸国との価格競争力の確保を図るため，造船業に
おける作業形態の抜本的変革を推進していく必要がある。
具体的には，省力化， ロボット化， コンピュータ化等の
先端技術を積極的に導入したシステムの開発などにより，
造船業の超近代化を推進し，生産性の飛躍的向上を図っ
ていく必要がある。

このような状況にあって，技術的課題に対しては57年
8月運輸技術審議会から，船舶の知能化，高信頼度化技
術，造船のロボット化技術等の研究開発を積極的に推進
すべきであるとの答申が出され，運輸省としても， これ
を踏まえて必要な施策を講じていくこととしており， ま
た造船政策面からのアプローチとしては，今後の海運造

船合理化審議会の調査審議を踏まえ，長期的な政策ビジ
ョンの策定を行なうこととしている。

連輸白ilには， 「造船とI皇|動車をめぐる国際問題への

対応」という1節がある。このうち「造船をめぐる国際

問題への対応」の項では， 「(1)激変する造船市況」で昭

ドⅡ48年の石油危機をきっかけとして， 53年に大不況とな

り，やがて54～55年の海連好況時にバルクキャリヤを大

l,i繼造したため56年度以降再びｲ<況に'渠人した経緯を述

べている。ついで｢(2)造船をめぐる日欧間の嘩擦と協凋」

ではfとしてOECDを舜台としてf況乗切りのために

各迩船国が努力してきた事情を謙細に論じ，更にR3}第
i造船‘満|団の台頭」で近年の1；情として，韓国， ブラジ

ル，台禰などの第三造船諸IKIの成長について述べている。

続いて「(41今後の展望と課題」は今後私が本棚でニュー
ス解説を行なうこととなるアイテムを網羅しているので

次に‘腿約しておく。

(4) 今後の股望と課題

今俊の造船｢h況においては，世界経済全体が低成長時

代に入ったために，かつての高度成長期のように貿易愚

の大幅な蛸加に伴い世界全体の必要船腹電が増加するこ

とは期待できず，現在の一時的な船腹過剰状態が解消さ

れた後も代替建造の需要以上には多くを期待できない状

況である。

このような状況は我が国においても例外ではなく，運

輸大臣の諮問機関である海運造船合理化審議会の意見に

基づき， 57年3月に運輸省船舶局が作成した「我が国造

－43－



1
船の科学

111Ⅲ1111Ⅲ11ⅢlⅢⅢlⅢlⅡ111Ⅲ'11Ⅲ'11Ⅲ1Ⅲ11ⅢⅢllllllllllⅢlⅢⅢ11Ⅲ11ⅢlllllⅢⅢⅢⅢlllIl1ⅢⅢlⅢlⅢI1lIIllllIllⅢlllIlllllⅢ''111Ⅲ''111Ⅲ1111Ⅲ|ⅢllIlIlllllⅢⅢllIlllIIlⅡ1111||ⅡllIlllllllllllⅢlllllllⅢlⅢⅢⅢlⅢliⅡ1111Ⅲ111Ⅲ'11111111Ⅲ11Ⅲl

年 頭 所 ﾉ或
〃し、

運輸省船舶局長

節野 口

本答申では，我が国造船業が将来にわたって健全な発

展を続けるとともに，海運のニーズに即応して優秀な船

舶を供給し得る体制を維持して行くためには， これを高

度な技術と人的能力が結合したいわゆる技術集約型産業

へ脱皮させることの重要性が強調されております。そし

て， このために今後我が国造船業が取り組むべき重要な

技術開発課題をあげております。

昭和58年の年頭にあたりまして，皆様に新春のお慶び

を申し上げます。

＊ ＊ ＊

一昨年頃より順調に改善の兆しを見せておりました造

船業をめぐる環境も，最近再び楽観を許さない情勢とな

っております。

こうした先行き不安を感じさせております原因の第一

は，近年の世界経済の停滞と省エネルギーの徹底による

国内外の海上輸送需要の低迷であり，当面，需要の創出

等所要の施策が必要と考えております。

然しなから，我が国造船業は，長期的にはより一層深

刻な問題をかかえております。すなわち，産業構造の変

化，高齢化社会の到来，新興造船国の台頭といった問題

がそれです。我が国の産業構造は，基礎資材型産業主導

から加工組立産業やサービス産業主導の構造へ，あるい

は単純労働集約型から知識労働集約型の構造へと急速に

変化しつつあり，エレクトロニクス， メカトロニクス等

最先端技術の開発導入が緊急の課題となってきておりま

す。また若年労働者の減少と高年齢労働者の急増が避け

られない情勢の中で，造船業は若干技能労働者の確保難

等の問題を抱えております。更に，韓国をはじめとする

新興造船国の台頭が著しく，国際競争は一段と激しくな

ってきております。

＊ ＊＊

まず，船舶の知能化・高信頼度化技術の研究開発であ

ります。これまでの船舶は，その運航に係る業務のほと

んどを乗組員が判断し処理することを原則としていまし

た。そこで，船舶の抜本的な自動化・省力化を進め，経

済性・安全性の飛躍的な向上を図るためには，近年進展

の著しい高精度センサー，マイクロエレクトロニクス，

新素材，宇宙技術等の技術を肢大限に活用することによ

り「海陸一体化と知能化による高度自動運航システム」

や，船内メインテナンスを不要とするため，推進機関を

始めとする船内機器・システムの信頼性か飛躍的に高め

られた「高信頼度プラント」の開発を強力に推進する必

要があります。更に，少人数乗組みの船舶においても，

乗組員が快適な船内生活を安心して送れるような体制を

確立するため,｢新住居・救命システム」の開発も望まれ

ます。

このように内外の環境が構造的に厳しさを増して行く

中で，我が国の造船業が将来にわたってその地位を維持

発展させて行くためには様々な観点からの対策が必要で

しょうが， とりわけ積極的な新技術の開発導入を図って

行くことが大切であります。このような考えに基づき，

運輸技術審議会に諮問第13号「逓近における産業構造の

変化，要素技術の進展等に対応して今後推進すべき造船

技術開発について」を諮問いたしましたところ，昨年8

月20日に今後の造船技術開発の具体的指針を頂くことが
できました。

次に，造船のロボット化技術の研究開発であります。

造船業は，どちらかと言うと労働集約的な産業でありま

すので，省力化を強力に進め生産性の大幅な向上を図る

とともに，危険作業等の削減及び就労環境の改善等によ

り，職場としての魅力を回復することが緊急の課題とな

っております。

他方，最近のマイクロエレクトロニクス等の目覚まし

い進歩及びこれに件う情報処理技術の高度化によって設

計・生産工程全般にわたる抜本的なシステム化。自動化

－44－
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開拓がございます。石油資源等の調査開発の活発化に伴

い，我が国においても多数の石油開発用海洋構造物が建

造されつつあり， その他従来造船界があまり力を入れな

かった様々な分野への積極的な進出が図られております

が，なお未開拓の分野も数多く残されております。その

一つとして，氷海関連技術があげられましょう。世界の

エネルギー事情は長期的にはなお緊迫化が予想されるた

め，近年カナダボーフオート海等，北方圏に未開発のま

ま埋蔵されているエネルギー資源の開発が注目を集めて

おりますが， その開発には低温でしかも氷海域という厳

しい自然条件に耐えて原油等を輸送する氷海商船や，強

大な氷圧力や荒天に耐えつつ油田を開発する氷海用海洋

構造物が必要不可欠であります。また，浮体式人工島等

による海洋空間の有効利用，波力発電等海洋エネルギー

の開発等についても研究開発を進め活動範囲を大きく広

げて行く必要がありましょう。

が重要な課題となっております。また，新しい材料の開

発とともに新しい工作法にも展望が開けつつあります。

このような情勢に鑑み，特に「造船ロボット」及び「新

工作法」の開発を強力に進め，大幅な省力化と作業環境

の改善を達成するとともに，施工の信頼性と品質の飛躍

的向上を図ることも極めて重要であります。

＊＊ ＊

以上が本答申において指摘された重要技術開発課題で

ございます。これから私どもは本答申にもられました推

進方策にのっとり，技術開発を推進して行くわけでござ

いますが， これらの課題は単に技術的に高度であるのみ

ならず，関連する分野が広範囲にわたりますので， これ

らについて実効ある成果を挙げ造船技術の高度化を達成
するためには，産学官の有機的連携を図り学際的・業際
的な研究開発を積極的に推進する必要があります。この
ため，国といたしましては，広範囲にわたる研究開発を
円滑かつ効率的に推進するため， まず総合的な研究開発
計画を策定して開発の目標を課題別に可能な限り具体的
に設定すること，及び近年著しく技術力が高まっている
民間の活力と能力を岐大限に活用するために民間企業を
研究開発体制の中核とし更に民間企業の共同研究の場で
ある民間研究機関を職極的に活用することにより研究開
発体制を確立すること，の2点を中心に作業を進めて行
く考えでございます。

＊ ＊ ＊

’

＊＊＊

今日，様々な分野において技術開発の必要性が叫ばれ

ております。造船業については，先に述べましたように

様々の面で構造的な対応をせまられていることもあって，

その必要性が特に高いと言えましょう。運輸省としまし

ても，業界の方々との密接な強力関係のもとにこれを積

極的に推進してまいる所存でございます。

＊＊＊

妓後に，昭和58年は，我が国造船界が本答申を出発点
として新しい飛躍をめざす出発の年となりますことを祈
念いたしまして，年頭の御挨拶を終えたいと思います。

「高信頼度知能化船」あるいは「造船ロボット」の技

術開発は1990年代の実用化をねらっているわけですが，
この段階に至る以前においても，新たに開発された機器
･システムを順次装備した船舶等を建造することにより

まして，高付加価値船の建造，技術優位性の維持，就労
環境の改善，生産性の改善等を達成してゆくことはもち
ろん可能でありますし，それが開発担当者に良い刺激を

与えひいては造船業界の活性化が期待されるわけでござ

います。更に，新世代の船舶は，造船業のみならず貿易

物資の安定輸送を担う海運の近代化，あるいは職場とし

ての海運の魅力回復への貢献等， その波及効果にも見逃

せないものがあります。

のコンパス
更には，造船技術を応用できる新しい需要の積極的な

－45－
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船の科学

、新造船紹介

IMOTypen&Ⅲケミカルタンカー

“かえで”＆“さくら”

株式会社来島どつく設計部

満載航海速力 14.2kn

航続距離 16,600浬

貨物タンク容積 27,4467㎡

燃料油タンク容積 1,669.9㎡

清水タンク容積 4304㎡

バラス}､タンク容積 5,339.3㎡

乗組員 30名

主機関 三菱7UEC52/125H1基

主機燃料消費量 23.92t/day

3．基本計画概要

本船は，前述の如く多種多様なケミカルを，安全かつ

効率的に運搬することを目的としており，船主の積荷計

画に基づき，合理的な船型， タンク配置，荷役システム

を採用している。

本船の計画に当っての留意点は，以下の通りである。

（1）多種ケミカルの同時積載

多種多様なケミカルを，安全かつ合理的に積載するた

めに，タンク配置，構造，荷役システム，塗装等におい

て，積荷に制限を与える要因を極力排除する。

(2) IMOバルクケミカルコード(第9回改正を含む）

を完全に適用する。

（3） 1タンク1ポンプ方式を採用し，ポンプの制御，

タンク液面及びタンク温度の監視を，荷役制御室に集中

することにより，荷役における省力化を図る。

（4）省エネ型デイレーティング主機関，セルフポリッ

シュ型船底塗料を採用し，経済性の向上を図る。

1． まえがき

本船は，東京マリン㈱より発注され，㈱来島どつくに

て設計，㈱宇和島造船所において建造された同型2隻の

21000LT型ケミカル船であり，昭和57年9月7日およ

び11月20日に船主に引渡された。

本船は,Typen11品目,Typem23品目，その他

のケミカル74品目，合計108種類のケミカルを輸送する

ように計画された，最新鋭多目的ケミカルタンカーであ

り， ここにその概要を紹介する。

2．船体主要目（“かえで”）

全長 155.50m

垂線間長 14600m

型幅 25.00m

型深さ 3.00m

満載喫水 9319m

載貨重量 21,481t

総トン数 13,325.39T

純トン数 8,568.09T

船級 NKiNS4i (Tanker,Oils･到ashpoint

below61℃andChemicals, TYPES

Ⅱ&m)MNS*

試運転最大速力 15.447kn

識

4．一般配置

本船は，船尾部に機関室，居住区および船橋を有する

一層甲板船である。船首部にバラストタンクおよび燃料

ダンク，貨物タンク下部の二重底にはパラストタンクを

配置している。

貨物タンクの配置は，積荷のロットを考慮して決定さ

れているが，特にウイングタンクは，損傷時復原性をも

考慮して，最も効率のよいタンク配置となるよう細心の

注意力私われている。

そ"."職醗灌雄瀦

ー ‘ －霜 一画一

航走中のケミカルタンカー“さくら〃
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貨物ポンプ・は全てサブマージドポンフ°を採用したため

貨物ポンプ。室は設けていないが，機関室前部に接して設

けたポンプ．室には，バラストポンプおよびタンククリー

ニングポンプが配置されている。

5．船殼構造

貨物タンク区画は，センタータンク(Typen)およ

びウイングタンク(Typem)に分割し，全通二重底を

設け全てパラストタンクとして使用している。

全ての貨物タンクは，比重1.4t/㎡の貨物に耐え得る

構造としている。

センタータンクの骨部材は全てタンク外に配置し，更

にウイングタンクの上甲板付縦通部材も上甲板上に配置

して，タンク洗浄を便ならしめる構造としている。

6．損傷時復原性

荷役制御室（ポンプ制御盤）

多種多様な貨物を同時積載する際の積荷計画において

は，規則上の制約，塗装との適合性,相互反応性等の判
定に加えて，損傷時復原性が, IMOケミカルコードの
残存規定を満足するが否かを判定することが非常に困難
な作業となる。
そのため’本船の損傷時復原性計算においては，喫水，

トリム，重心高さをパラメーターとして，各ウイングタ
ソク毎にIMO規則を満足する積付重量の範囲を設定し，

損傷時復原性の判定が容易にできるよう配慮されている。

7荷役システム

カーゴボンブ

7． 1 ポンプおよび管装置

本船の貨物管系統は， 23タンク全てに各1台のサブマ
ージドカーゴポンプを備え，各々独立にマニホールドを

貨物の同時

険性を防止

設ける1タンク1ポンプ方式を採用し，多種

積載における貨物のコンタミ{ネーションの危

るよう配慮されている。す
｝

パイプの材カーゴ銀ンプ，カーコ

全てSUS316を使用している。質は，

機関室に隣接して設けたポンプル

プ， タンク

台を配置し

－ムには，バラストポン

クリーニングポンプ各2

ている。

これらのポンプは，機

た油圧パ夙一パックによ

船尾楼甲板上の荷役制御

集中制御される。

開室に設け

り駆動され，

室において

ン力,一特有の複雑ケミカルタンカー特有の

なパイピング状況

(船橋より船首部をみる）

－47－

一



’
船の科学

し
へ

1

’
』
』
更
。
●
君

；

I
、

「
・
一聴裂,翌離

竪鍵攪
！

墨

ロ ､

りく画
、V

11リ
、
〃
●

■
■
１
４
〃
矼
Ｕ
９
０
０
二
日
９
０
９
１
８

身 ’ 望

〕

’
を
《

I

‐

勉

○
字

せ
ぷP 一p j

鍵動
ロ
ュ

縊
評
韮
斗
靴

■

●

一目

酬
訓
訓
示
塔
馴

日
》
Ｉ

怪
、
引

怪
、
引

、

鰐
一
」
期
半
肪

罪，

』

： ご
Ｅ
言
、
ご
Ｅ
言
、

92 Ｌ
１
０
１
１
１
Ｕ
０

●

《E2
４

。
一

こみ－

へ

今
』

｛|ll

-前
-↑

I齢il』8

ｎ
Ｈ
ｄ

ロ
I

0 Ｉ

鰯
巾

鬮
閣
一
〔

｛

！ Ｊ
〃

小
庖
〃
シ

1

●
皇
日
０
０
１
９
唾
ｆ
ｐ
ｆ

翁 _ごr
ト麺査

－48－

」



Vbl36 1983-1
1

4I"
邑少

|と

"学 〃卜≦、
側

垂

一
一
一

一
一
缶
グ

ユ
ハ
シ

●
〕
、
】

侮島
q Gt冬■

～ー

/月q

､ J
凸 9

簔難

剛實
図
脳
固
望
Ｉ
《
《
や
恨
長
ゞ
ｌ
Ｒ
八
毎
全
侭
岬
上
冒
函
自
の
呈
岸
○
三
一

遥

Ｐ

夕 ●

0

《

× X
今

〆
、、 姻

遡
忘
婁
姻
咽
晨
叶
・
鮠
稲
〉
０
期
咽
朕

●、

， い－F

0。

公

(XX>
子

ノ
少

f今
む

ぐ$p
少

も ‘う

0。 、

00

卜 垂
疸
八
．
膨
脹
慨

I_Q2伊

－画＝‐

×
F

○ク
甲

0熱
羅

Ｉ

◆、

ぴ

ひ

～

ひ
１
Ａ
、

⑥
ｐ
ｔ
Ｊ
－
１
，
，
Ｇ

歳

箒
‐ ’ 薯‐ 髪

掌

’
f､、

／

0

／
／
／
、
《
、
八
・
・
今

‐
，
‐
、
心
，
／
」

I

FF

。 1 1 1

砂 必》 ◎。

６
壼
寺

－
，
．
７
》
。
…
。
、
予
剛
今
一
扉

一
Ｑ
一
・
・
息
可篭

3

斑蛍
Ｐ８

量Ｉ

、
~､

’ ‘f
／ 、

、
再
０ 0

-絹 "､

a

謎、
■

Q
タ
ケ

ひ
躯躯 可？可？

O
i3
－3

3

一
Ｌ
Ｃ
ｂ
■

一
わ
、

一
画
琴
６職
頚 （

0
、

ブ
．
リ

ー
ダ
恥

一
・
℃
・
・
ゞ
・
“

一
園
、
，
一
価
脚
州
叫 I

胃8

器
、

､：い、
月曾 、

＃＃ ／
ロ

■●

夢

1；
弧

－4マ

命

BQ

r.．
P,

即
…
汀
Ｆ
Ｂ…
汀
Ｆ
Ｂ 、

卿
ア

ロ尋
ｐ
０
ｊ

ノ8H託

| |i Ｌ
Ｈ
ｐ
』
酌
Ｔ
》

口
○
．
寺

、

１
●
ず
Ｊ
王
旬
く、

、、
魂．./〃

垂■垂■

グ
津汀

－49－



船の科学

本船のポンプ要目を以下に示す。

貨物ポンプ（サブマージドポンプ）

センタータンク NQ1,4,5 3台

250㎡/h×80mTH

センタータンク NQ2,7 2台

300㎡/h×80mTH

センタータンク Nq3,6 2台

350f/h×80mTH

ウイングタンク N01,2,4,5,6,8(EyS)

12台

150㎡/h×80mTH

ウイングタンク N03,7(P/S) 4台

250㎡/h×80mTH

可搬式貨物ポンプ。 （サブマージドポンプ）

2台

70f/h×70mTH

バラストポンフ。 （渦巻ポンプ。）

300㎡/h×30mTH

タンククリーニングポンプ（渦巻ポンプ°）

320/90㎡/h×25/70mTH

カーゴマニホールド

2台 アラームセンサーは赤色）およびエアーホーンを設けて，

甲板上の荷役作業員に貨物のオーバーフローの危険を知

らせることができるよう配置している。2台

7 ． 3安全装置，消火装置，その他

IMO規則に従って，本船には以下の安全装置が装備

されており，上甲板後部のセイフティロッカーに格納さ

れている。

自蔵式空気呼吸具 6組

同上予備ボンベ 12組
守

非常脱出用自蔵式空気呼吸具 30組

保護衣，長靴，手袋，前かけ等 6組

ベルト付鋼芯入り命綱 6組

防爆灯 6組

担架 1組

空気圧縮機 1組

酸素吸入蘇生器 1組

除染シャワー 1組

洗眼器 1組

毒ガス検知器 2組

可燃性ガス検知器 2組

消火装置として，本船には貨物タンク区画に標準型，

耐アルコール型併用の泡消火装置，機関室およびポンプ。

室に炭酸ガス消火装置を備えている。

その他， タンククリーニング用として以下を装備して

いる。

固定式タンククリーニングマシン（センタータンク）

25㎡/h×14台

持運び式タンククリーニングマシン

7°2 制御．計測装置

荷役を安全に行なうために，本船は以下の装置が備え

られている。

各貨物タンクには,電磁フロート式液面指示計が設け

られており’荷役制御室にデジタル。アナログ双方で液

位を表示する。

また，この液面計には高液面警報が設けられており，

警報液位は任意に設定するとと力§可能である。

各貨物タンクの液面計には，半導体センサー式温度指

示計力ざ組み込まれており，上下2点の温度を荷役制御室

に表示すると共に，下点には高温警報を備えている。

センタータンクには，上記液面計に加えて電磁フロー

ト式オーバフローコントロールセンサーを設け，約92％

の液位で警報を発すると共に，マニホールドの弁を自動

閉鎖する機構を有している。

更に“さくら”においては，マニホールド弁の自動閉，

鎖による陸上ポンプのサージ圧力上昇を防止するために，
電磁フロート式ハイレベルアラームセンサーを追加設備

し，約96％の液位でも警報を発するものとし，マニホー
ルド弁をマニュアル操作することで荷役の安全性向上を
図っている。

上記液面警報は全て荷役制御室で警報を発するのみな
らず，ブリッジ頂部に回転灯（液面計の瞥報は青色，オ
ーバーフローコントロールセンサーは黄色，ハイレベル

－．50－
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Vbl． 36 1983-1

25㎡/h×10台 常用出力 7,200PS×145rpm

侍運び式ガスフリーファン 6台 （2）発電，荷油兼用ディーゼル機関 3基

ヤンマー S185L-ST
8．塗装

4サイクル単動トランクピストン型

本船の塗装仕様の特徴は，以下の通りである。 過給機付ディーゼル機関

（1）貨物タンク塗装 出力 600PS×900rpm

センタータンク Nu1～7 (3)補助ボイラー 1基

新束カーボジンクー11 75“×2 西田鉄工立型水管式NTV一1200

ウイングタンク NQ1,3,5,6 (P/S) 蒸発量 12,000kg/h

新束カーボジンクー11 75鰹×2 制限圧力 9.5kg/ci

ウイングタンク NQ2,4,7,8 (P/S) (4)排ガスエコノマイザー 1基

東亜エピライトSL-C 100〃×3 西田鉄工強制循環式NEX-1000

貨物タンクの塗装は，多種貨物の|司時積載を考慮して 蒸発量 1,000kg/h

上記2種の塗料を採用した。 蒸気条件 90％常用航海時

貨物の品質保持および塗装メンテナンスの軽減のため （5） イナートガス装置 ’基

に，塗装下地処理および塗装工事は特に入念に施工され 佐世保重工一エァフィルコ

ている。 スクラバー 1,400㎡/h

（2） 船底部外板塗装 1．G. S. ブロア 1,400㎡/h×2台

省エネルギー対策として下記のセルフポリッシュ型防 （6）油圧ポンプ° 小坂研究所A2V-915 3基

汚塗料を採用している。 容量 7902/min×190kg/ci
タールエポキシ塗料 125浬×2

ビニルタール塗料 ’0・電気部70浬×1

セルフポリッシュ型防汚塗料 電源装置は，主ディーゼル発電機3台を装備し，航海
高田LLLA/F 75〃×2 中は主ディーゼル発電機1台を運転し船内負荷に給電す

（3）暴露部上甲板塗装 る。また操舵機用発電機1台を装備し主電源の停電時に

貨物タンク区画の上甲板上には，縦通材およびセンタ 自動始動し，操舵装置に給電される。負荷時の船内通信
一タンクのトランス部材が配置されているので，塗装メ 装置として400MHzトランシーバー3台を装備し，荷役

ンテナンス軽減のため，上甲板および上甲板上300nmま 制御室に基地局を装備している。
での部材に下記の塗装を施工している。 電気部の主要目は次のとおりである。
NKフレークライン#300ZHA （1）電源装置

120狸×1, 180'α×1 主発埴機:AC450V, 3d, 60Hz 500kVAx3台
操舵用発電機:AC450V, 3d, 60Hz 25kVA×1台

9．機関部
変圧器: 25kVA, 1｡×3台

主機関は機関制御室からリンク式リモコンにより遠隔 7.5kVA, 1の×1台

操作され，安全装置として過回転停止装置, L.O圧力低 蓄電池:DC24V, 300AH×2組
下停止装置を設けている｡尚,主機は低燃費を計るためデ （2）船内通信装置
イレート仕様とし，燃料油は3,500秒ものを使用出来るよ 自動交換式電話20回線 l式
うになっている。主発電機ディーゼルは3台装備し， そ 共電式電話 2組

本質安全防爆型電話 3回線の前端はクラッチを介して油圧ポンプを駆動するように ’式

なっている。 船内指令装置 ’式
機関部の主要目は次のとおりである。 400MHzトランシーバー（本質安全防爆型）

(1)主機関赤阪一三菱ディーゼル機関 1基 JHV-647, JHV-459 1式
7UEC52/125H 2サイクル単動 (3)航海計器

クロスヘッド型過給機付ディーゼル機関 ジャイロコンパス TG－5000 1式

連続最大出力 8,000PS×150rpm オートパイロット PR-2507-LS 1式

I
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船の科学

救命艇用携帯型無線機

国際VHF無線電話機

ファクシミリ

式
式
式
式
式
式
式

１
１
１
１
１
１
１

２１
９

５
２
２

一
一
一

Ｌ
Ｖ
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Ｓ
Ｈ
Ａ

Ｊ
Ｊ
Ｊ

式
式
式

１
１
１Ｅ

郵
妬
唖
岬
弛
怒
２

６
６
Ｒ
１
３
１
１

’
一
Ａ
一
一
一
一

Ａ
Ａ
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｌ

Ｍ
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｊ
Ｍ

Ｊ
Ｊ
Ｒ
Ｊ
Ｊ
Ｎ
Ｅ

レーダーー

衝突予防装置

方位測定機

NNSS

音響測深機

電磁ログ

（4）無線装置

1kW主送信機

130W補助送信機

主受信機

補助受信機

11．あとがき

本船の設計および建造にあたっては，東京マリン㈱の

絶大なる御指導を頂き，無事両船の引渡しを終えること

ができました。

ここに，オペレーター，船主，運輸省，所轄海運局，

日本海事協会，および関連メーカー各位の御指導と御協

力に深く感謝の意を表すると共に，両船の今後の活躍と

航海の安全を祈ります。

式
式
式
式

１
１
１
１

Ｎ

９
５

Ａ

８
７
５
１
２
１

１
１
７
６

一
一
一
一

，
Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｒ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

製品紹介 製品紹介

-180｡C～+600｡C,50kgf/ciまでの流体条件に適応する

メタル。シート式バタフライ・バルブ

＜団sb6V強ME③＞

巴バルブ株式会社

技術的問題点とその解決

シート材に金属を使ったメタル・シート式バタフライ

バルブは，高温。低温。高圧・高流速などの厳しい使用

条件に適用し，耐久性にもすぐれているため，ゴム・シ

ート式及びテフロン・シート式に比べて，使用範囲を格

段に広げること力式できる。しかし，従来のメタル。シー

トの場合には弾性がなく，同じく弾性のないメタル弁体

とのメタル。タッチによって弁が閉止されるため，完全

密閉は無理という状態であった。また構造上，弁開閉ト

ルクが大きく，操作性にも問題が残されていた。

これに対し<DI566fAME@>はメタル。シー
トに，フランスで原子力庁が開発した特許システムであ

る原子力容器用のスフ。リングを内包する圧縮弾性と弾性

回復力をもったメタル製シートリングを採用し，バタフ

ライバルブに最も適合した独特の特許構造によって，従

来からの問題点を解決。至難とされていた“メタル。タ

ッチでの完全密閉”を実現するとともに，その特許構造

であるダブル・リングにより，弁の開閉トルクを低減す

ることに成功した。

特長

1）独特のメタル。シート構造j従来のメタル。シー

トが弾性に欠けるのに対し，ディスコパンはシートの内

側にコイルスプリングを内包することにより‘弾性をもた

せた独特の構造で，流体のモレゼロに成功した。

2）耐熱材質によるファイヤーセーフ構造；従来のフ

ァイヤーセーフ構造は，シートにテフロン採用のものが

対象にされていたが，ディスコパンはシートにメタルを

採用することによって本格的なファイヤーセーフ構造を

実現。可燃性流体ラインで,すぐれた安全性を発揮する。

3）幅広い適用圧力。温度範囲i最高使用圧力50kgf

んi,使用温度範囲-180℃～+600℃。高温･低温・高圧

にも，すぐれた特性を発揮する。

4）低い開閉トルクによる優れた操作性j二重偏心構

造と，特許構造のダブルメタルリングにより，弁の開閉

トルクが小さく，操作性は極めて軽快である。

5）軽量。コンパクト設計；構造的にシンフ･ルなため，

軽量°コンパクl､で取扱いが簡単，メンテナンスも容易。

－52－
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⑧新造船紹介

自動車/撒積貨物船‘℃O-OPEXPRESSI "

日立造船株式会社

ンツーンデッキ採用。

（ｳ） ブルドーザーによる最終荷揚を容易にするために，

最下層デッキにリフタブル方式採用。

（エ） グレンの滞留防止のため固定デッキはグレーチン

グ採用。

(3)二港積等のジャンピングロードを考慮した船殼構造

を採用する。

(4)上甲板上スペースをコンパクトにまとめ， ／、ツチカ

バー上と共に約100個の40′コンテナ積を可能とする。

1． まえがき

くみあい船舶株式会社注文による､&CO-OPEXPRE

SSI"は当社舞鶴工場において昭和57年2月12日起工，

昭和57年5月12日進水，昭和57年9月30日完工した当社

最大のPANAMAX型自動車兼撒積運搬船である。

本船は去る10月7日本牧港において，約10時間で自動

車を積載し，北米方面に向け順調な処女航海の途につい

た。

既に，同構想の姉妹船が引続き建造されているが， シ

リーズ第1船の完工を機会に本船の概要を紹介する。

2． 本船の特徴

本船は従来の大型自動車兼撒積運搬船に比べ荷役能率

の向上と附随作業の軽減を目的に計画された。

主な特色は次の通りである。

(1)連続荷役が可能なRO/RO方式の採用により，約

3，500台の自動車積載時，専用船に匹敵する荷役効率を

計る。

(2) グレン積に対する附随作業の軽減を計る。

(7) UNTRIWMEDEND採用による港湾滞留時間の

削減。

（ｲ）積載作業の軽減のためハッチオープニングのみポ

3． 主要目および配置

3．1 主要目

船級 NK:NS*BulkCarrierEquippedfor

CarriageofVehiclesandMNS*

国籍 Panama

主要寸法

全長 210.00m

垂線間長 20100m

幅（型) 32.20m

深さ（型) 1920m

満載喫水 1240m

トン数，載貨重量，容積等

総トン数 32,07767T32,07767T

純トン数

23,802.32T

載貨重量

53,532MT

自動車積載台数
(Violet)

3,570台

自動車兼

撒積運搬船

､CO-OP

EXPRESSI"

の全景

－53－
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1船の科学

｜

’コンテナ積付個数（40'） 102個

ホールド容積 77,261㎡

バラストタンク容積 22,265㎡

燃料油タンク容積 2,010㎡

清水タンク容積 360f

速力等

航海速力（15％シーマージン) 14.10kn

試運転最大速力 16.11 1m

航続距離 12,600浬

乗組員

士官 10名

部員 21名

予備 4名 合計35名

3．2 一般配置

本船は居住区および機関室を船尾に配置し，船尾形状

はトランサム型，船首は球状型で，船首楼を有する平甲

板型船である。

中央部はUpperWingTankとHopper'IHnkを有する

5つのホールドからなり，各ホールドにはタンクトップ

を含めて10層のカーデッキを装備している。

各脆口間には， ポンッーンデッキおよびカーラダーの

据付けのために使われるlOt電動油圧デッキクレーン4

基カーデッキ照明用のトランスフォーマーを収めた2

つのデッキノ、ウスが配置されている。

NQ3ホールドの両舷には，サイドボートドアが設けら

れ， また，上甲板およびハッチカバー上にはコンテナ積

付けのため設備が設けられている。

せた構造で，グレンの落下を妨げないようになっている。

強度的には自動車輪荷重だけでなく，グレーチングの目

づまりによって生ずるグレン荷重に対しても充分なよう

に寸法を決定したが，デッキ間高さ確保のために高張力

鋼のH型鋼を使用しビーム深さを極力小さく抑えた。ビ

ームは外板と2列のボックスガーダーで支持され，ガー

ダーは1ホールド4本のピラーで支えられている。

グレーチングの取り付けをできるだけ簡単にするため，

グレーチングの応力や変形の面から許される範囲を実験

的に確認したうえで，溶接部を少なくした。

外板のサイドポートドア用開口がUpperWingTank

にかかるため， この部分の縦強度の連続性には特に注意

した。又，隔壁はコルゲート方式であるがバルクヘッド

ドアの周辺は平板式とし必要な補強を行なった。

4．3 グレン滞留防止対策

ホールド内に多数の固定デッキを有するためグレンの

滞留を防ぎ，荷揚後のホールド内清掃に要する手間をで

きるだけ省くことが重要な課題となり，次のような対策

を行なった。

(1) H型ビーム上面でグレーチングが載っている箇所を

コンポジションで埋めた。

(2) ホールド内の諸構造部材は極力傾斜させた。

(3)各所隅部にスラント ・う°レートを設けた。

(4) 手の入らないような狭い隙間は詰物をしてつぶした。

5． 一般船体艤装

5． 1 係船装置

電動油圧式を採用し，船首楼甲板上にカップ°リングタ

イプの揚錨機兼係船機2台と係船機1台を，上甲板船尾

部に係船機2台を配置し， コントロールは機側操作とし

た。

係船機の要目

揚錨機兼係船機 2台

ジプシー 21t× 9m/min

ホーサードラム 20t×15m/min

（ワーピングエンド付）

係船機（船首楼上） 1台

ホーサードラム 12.5t×15m/min×2

係船機（上甲板船尾上） 2台

ホーサードラム 20t×15m/min×2

（ワーピングエンド付）

5．2 デッキクレーン

電動油圧式を採用し， リフタブルデッキ， ポンツーン，

カーラダー， ランププラットフォームおよび一般貨物の

取扱いのため各ハッチ間に計4基配置した。

4． 船殼構造

4． 1 主船体

横断面は通常のノミルクキャリアタイプであり,Upper

WingTankとHopperTankを有しているが,上甲板の作

業エリアの関係でガンネルはスクェアになっている。上

甲板上のコンテナ積や二港積等によるジャンピングロー

ドカ河能なように，上甲板及び船底には必要な補強を施

した。又，ハッチコーミングは内部にカーデッキを有す

るため, 2.6m余の高いものになっている。

4．2 ホールド構造

本船最大の特徴はホールドにタンクトップを含めて10

層の固定デッキを有することであるが， このうち最下層

のものはタンクトップ上のブルドーザー作業に便利なよ

うリフタブルになっている。又，ハッチオープニング下

部はポンッーンデッキでグレン積の際は取りはずして上

甲板上に格納する。

固定デッキはH型ビームの上に鋼製グレーチングを載
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り，他ホールドには第4甲板右舷に設けられたパルクヘ

ッドドアを通って，又，上下の甲板には各甲板間に掛け

られたホールドランフ°を通って所定の場所へ行けるよう

になっている。

7．2 カーラダーおよびランププラットフォーム

カーラダーは上部(16m×3.7m)下部(9.5m×3.7

m)に2分割され，上下部ラダーのつなぎ目に，高さを

3段階に変えられるローラー付脚を持ち，幾種類もの計

画岸壁高さに対応できるようになっている。走路面はエ

キスパンドメダル製となっており，両側には取外式ハン

ドレールを装備すると共に, 600mmの歩路を確保できる

よう取外式スタンションが用意されている。

ランププラットフォームは前後に1つづつのターンテ

ーブルを持ち，カーラダーを船首尾方向いずれにも掛け

られるようになっている。

デッキクレーンにより，上甲板上に格納されているラ

ンププラットフォームをサイドポートドアの開口部に掛

けたのち，ポンツーンラック上に格納されているカーラ

ダーを同じくデッキクレーンで吊り， ランププラットフ

ォームのターンテーブルにセットする。下部ラダーも同

様にして上部ラダーにセットされる。

なお，カーラダー， ランププラットフォームの装備数

は各1セットずつであり，両舷兼用となっている。
7．3 サイドポートドアおよびバルクヘッドドア

サイドポートドアは，油圧シリンダーにより外側にス

イングァウI、 （水平）する方式で，締付は油圧シリンダ

ーとリンク機構でつな力ざれたウェッジにより，一斉に締

デッキクレーンの要目

10/8t×24/25.2m半径 1台

10/5t×24/25.6m半径 3台

（ポンッーンのﾉ、ンドリングおよびカーラダーセッ

トのため，二重表示となっている｡.）

5．3ハッチカバー

シングルプルタイフ°（ボックス構造）を採用し，電動

油圧駆動チェーンドライブ方式で開閉され，ジャッキァ
ップはオイルシリンダーによる一斉押上式とした。ポン
プュニットは後述のサイドポートドアおよびバルクヘッ

ドドアの油圧源にも使用するよう計画した。なお，ハッ
チコーミングは2.6mと高くし， この中にもポンツーン
を敷きつめ車を積めるようにした。
5．4 その他
ハッチカバー上に2段，上甲板上に3段，合計102個

の40′コンテナが積めるよう，固定金具ｶﾇ用意されてい
る。

ノ、ツチコーミングが高いことおよび上甲板上が臓装品

で輻綾しているため， コーミングの両サイドに船首から
船尾にかけて， ウオークウエイが設けられている。
ホールド内の様子はオーストラリアの港湾労働規則を

満足するよう配置されている。
6， 撒積積載設備

6．1 積荷設備
一般のバルクキャリアーと同様，陸上のローダーによ
り積荷されるが， クロスデツキ部に各ホールド4個あて
トリミングハッチが設けられている。
6．2荷揚設備
陸上のアンローダーにより荷揚さ
れるが，ホールド内はグレンの滞留
ができるだけ少なくなるよう，又，
滞留したグレンは簡単に掃き落せる
よう，船体構造や艤装品に細心の注
意が払われている。
なお，グレンの最終荷揚のブルド
ーザーがホールド底部を走行できる
よう，最下層甲板をリフタブル方式
にしている。

7． 自動車積載設備

7．1 荷役方法

本船はRO/RO方式を採用して

おり自動車は岸壁よりカーラダーを
介してNO3ホールドの第4甲板に入

’
自動車兼撒積運搬船の倉内の状況（船尾方向よりみる）
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’付けられるようになっている。クリヤーサイズは,2,540
mm(田×4,300mm(B)である。

又，グレンが直接サイドポートドアに当らないよう，

インナードアがあり， このドアは油圧シリンダーにてス

イングアップして，第3甲板裏に格納されるようになっ

ている。締付は同じく油圧シリンダーによる一斉締付け
である。

バルクヘッドドアは，油圧シリンダーに連結されたワ

イヤーにより，下方に落し込む形式をとっている。締付

はやはり油圧シリンダーによりウェッジを一斉に締付け

る方法でクリアサイズは2,150m(H)×2,800mm(B)
である。

7．4 カーデッキ

カーデッキはタンクトップ。を含めて10層からなり，上

から第1，2とし， タンクトップを第10甲板とした。

第1および第2甲板はハッチコーミング内にセットさ

れたポンツーンからなり，第3～第8甲板はハッチオー

プニングエリア部はポンッーンデッキで取外し可能であ

り，周囲はグレンを積んだ場合自然落下するようグレー

チング張りの固定デッキとなっている。

第9甲板は，ハッチオープニングエリアは同じくポン

ツーンになっているが，周囲はグレン荷揚時， ブルドー

ザのクリヤハイトを確保するため， リフタブルとなって

おり，やはりグレーチングが敷きつめられている。

7．5 リフタブルデッキ

前述のように， グレンの最終荷揚時， ブルドーザがタ

ンクトップ°上を走行するのに必要なクリヤハイトを確保

するため，最下層の第9甲板はリフタブル方式となって

いる。

各ホールド共，左右舷各2枚，船首尾1枚づつ合計6

枚の甲板に分かれ， それぞれが単独に上下できるように

なっている。その駆動は甲板裏に根止めされ，外板やア

ッパーウイング下に配置された数個のリードシーブを通

って，上甲板上に導かれたワイヤーロープをデッキクレ

ーンによって引上げる方法をとっている。第8甲板裏に

引上げられた甲板は，第8甲板に取付けられたフックに

より格納されている。

なお，第1～4ホールドの船尾部および第5ホールド

の船首部はホールドランプになっており， ランプは一層

分をリフトしてもランプ・の下部が第9甲板レベルに残る

ため， 2層分をリフトする機構とした。

7．6 ホールドランプ

第4甲板より上の甲板には船首尾方向に各甲板間1ケ
づっポンッーンランプが，第4～第8甲板間には，横方
向に各甲板間1ケづっグレーチング張りの固定ランプｶﾈ

第8～タンクトップ間には同じく横方向に各甲板間1ケ

づつグレーチング張りのリフタブルランう°が配置されて

いる。各ランプ°上には，車のiこり止めのため，角棒ｶﾇ埋

め込まれていると共にその形状は車の鼻打ち，腹打ちの

無きようS字型をしている。

7．7 ポンツーンデッキ

第1～9甲板のハッチオープニング部には， ポンッー

ンデッキが配置されており， その寸法は最大約4.0mx

13mという大きなもので，構造はスチールフ｡レートの天

板にボックスガーダーを2～3本長手方向に設けたもの

である。その種類および枚数はポンツーンランう°を含め

て， 32種類，249枚の多きに達した。又， このため上甲

板上に取付けられたポンツーンラックの形状は，っ，っ

異なったものとなった。ハッチコーミングより高くなる

ラックは，その頂部を取外式とし，固定部はハッチコー

ミングより低くなるよう計画されている。

なお， ポンツーンおよびラックにはそれぞれ固有番号

をつけ, ポンツーンハンドリング時混乱しないようにし

た。

7．8 ラッシングポイント

車のラッシングは， ポンツーンデッキはデッキ上にあ

けられた60p穴に，固定デッキはグレーチングのツイス

トバーに, タンクトップはリセス式アイフ°レート間に張

られたチェーンに固縛具を掛けることにより行われる。

7．9 ホールド通風

各ホールドの前後端隔壁に2本づつ合計4本の通風ダ

クトを設け， その頂部には給気専用ファンおよび給／排

気ファンが各ホールド2基づつ備えている。ファンの容

量は,第1ホールド用は1,200㎡/min,その他のホールド

用は1,400㎡/minであり，自動車荷役時は約20回/hの換

気回数が得られるように計画されている。航海中は，給

／排気ファンを排気に，給気ファンは停止して自然給気

口として使用するよう計画されている。

7．10 消火装置等

低圧式炭酸ガス消火装置を備え，全量の85％を10分

以内に放出できるようにしている。なお，ガスの放出に

先出ってホールド内の作業員の注意喚起のため，ベルを

鳴らすようにしている。また炭酸ガス以外に持連式粉末

消火器をもっているが， グレン積を考え， グレンタイト

の箱の中に納めた。

火災探知装置として煙管式ディテクタを備えているが

この管系は炭酸ガス放出管とは独立している。

7．11 ホールド内照明

(1)照明灯具形式

ホールドには自動車およびグレンが搭載されるため，

’
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蒸発量×蒸気圧力: 1,5001g/H×71g/c㎡飽和

(4)排ガスエコノマイザ

強制循環コイル式 1基

蒸発量×蒸気圧力: 1,5001g/H×7kg/c㎡飽和

(5)主発電機関

原動機4サイクルディーゼル機関 3基

750PS×720rpm

発電機交流自励式自己通風防滴型 3基

510kWAC450V3 60Hz, 720rpm

(6) 空気圧縮機

主空気圧縮機 230'If/H×30kg/℃㎡ 2台

非常用空気圧縮機手動式 1台

9． 電気部

電気部主要機器として次のものを装備している。

(1) ディーゼル発電機 637.5kVA 3台

(2) 変圧機

（ア） 一般用 40kVA, 1画×3 1組

（ｲ） フオクスル用 10kVA, 3Z×1 1組

（ｳ） カーデツキ用 40kVA, 1画×3 1組

60kVA, 1口×3 1組

(3) 蓄電池

（ア） 蓄電池灯，通信用 26V 400AH 2組

（イ）無線用 24V 200AH l組

(4) 自動交換式電話機 30回線 1式

共電式電話機 3組

(5) エンジンテレグラフ（ロガー付） 1式

(6) 船内指令装置 50W 1式

(7) 主機回転計，舵角指示器 各1式

(8) 電気水晶時計 1式

(9)航海計器 1式

（ジャイロコンパス， オートパイロット， エコーサ

ウンダー，電磁ログ，方位測定儀， ロラン， ファク

シミル，風信儀各1組， レーダ2組）

00) 1.5kWSSB無線装置 1式

ul)国際及び国内VHF無線電話機 各1式

⑫空中線共用装置 1式

特にグレン搭戦時のグレン荷重に耐える特殊な構造のも

のを採用している。灯具の形式と装備数量は40W安全増

蛍光灯×168個, 40W気密形蛍光灯×184個, "OW気

密形白熱投光器×276個の3種類である。これら各種照

明灯具は固定甲板間の照明には蛍光灯， ポンッーンデッ

キエリアの照明には投光器を用い， カーデッキ床面の水

平面照度は30LUXを目標値として個数を計画している。

(2) ホールドファンとのインターロック

各ホールドの気密形蛍光灯および気密形白熱投光器は

それぞれのホールドフアンとインターロックしており，

次の条件を満足しないと点灯できないよう計画している。
（ア） 2－防爆形排気（給気）フアンの始動12分経過後
に点灯可能状態になる。

（イ） 2－防爆形排気フアンが運転状態， または， 2台
以上の給気フアンを運転状態に保たないと点灯状態

を保つことができない。

但し，非常時の点灯が必要な場合は，上記条件をキャ
ンセルできるスイッチをW/Hに設けている。又，安全
贈蛍光灯は，上記条件に関係なく点灯可能である。

8． 機関部

8． ’ 機関部一般
本船は，主機用として； 日立B&W排気タービン過給
機付2サイクル単動ディーゼル機関（最大出力13,100P
S)1基を装備し,機関制御室より遠隔操縦が行なえるよ
う諸装撞を配置している。
機関部補助機械は全て電動機駆動とし，発電装置は，
主発葹機3台を装備し，航海中は1台，出入港時， 自動
車搭載および荷役中は2台にて所要電力が供給される。
なお，発電機原動機は，低燃費対策として燃料ブレン
ダーを装備し低質燃料油の使用が可能な装置としている。
蒸気発生装置として，補助ボイラ1基および主機関排
カスを利用した排ガスエコノマイザ1基を装備し，機関
部および船体部に必要とする蒸気を供給する。
8．2 機関部要目

（1） 主機関

日立B&W 6L67GA単動クロスヘッド
過給気付ディーゼル機関 1基

連続最大出力 13,100PS×-123rpm

常用出力 11,920PS×119rpm

(2) プロペラ

4翼1体型ニツケルアルミ青銅 1基

直径×ピッチ: 6,100mm×3,875mm

（3） 補助ボイラ

立型煙管式ボイラ 1基
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園新研究施設紹介

日本鋼管。津研究所の氷海実験水槽

日本鋼管株式会社

示す試験観測が行われる。主なものを掲げると，

（1）氷海における船舶の推進性能試験，操縦性能試験

(21氷塊・氷片と船体・う°ロペラの相互作用の観測

（3） いろいろな砕氷補助装置の効果を確認するための

試験

（4）氷山・大氷塊との衝突時に船体に作用する衝撃力

や加速度の測定

（5）氷海用構造物に作用する氷荷重や，氷塊の流れの

挙動の測定

（6）氷の機械的性質の測定や破壊構造に関する観察

などがある｡

3．氷海水槽施設の概要

(1)水 槽 （長さ×幅×水深）

氷海水槽 20.0m×60m×1.8m

トリムタンク 7.0m×4.0m×1.8m

融解槽 2.8m×5.6m×2.5m

水槽棟 構造鉄骨造平家建（一部二階建）

建築面積600㎡ 延床面積645㎡

(2)冷凍設備

1． はじめに

日本鋼管・津研究所は，我国では運輸省船舶技術研究

所についで，民間企業としては初めての氷海実験水槽を

建設中であったが， 56年末の着工以来約9カ月間をかけ

て工事を完了し， 9月28日から始動をしている。

1960年代後半から石油。天然ガスを中心とした資源開

発がアラスカ・カナダの北極海沿岸，サハリン，渤海湾

などの結氷海域で急速に進められており，近い将来，こ

のための各種耐氷型構造物や輸送用の砕氷船，氷海タン

カーなど氷海航行船舶が必要になる。

氷海関係技術の研究は，我が国ではまだ歴史が浅く，

世界的にも，米国，ソ連，カナダ，フィンランド，西独

など一部の国力式手がけているだけで本格的な研究は今後

の課題と言えよう。また，世界の主要な氷海実験水槽も

現在数例を数えるに過ぎない。同社はこれまでに各種の

砕氷型，耐氷型船舶を手がけているがとりわけ初代南極

観測船“宗谷”を改造（昭和31年） ， 2代目"ふじ” （昭

和40年)，三代目‘‘しらせ” （昭和57年）を建造するなど

本格的砕氷船を手力ざけた。また， これらの実船の建造に
先んじて，北海道サロマ湖での実地試験，西独ハンブル

グの氷海実験水槽での模型試験を行うなど氷海技術の向
上に努めてきた。

2． 氷海水槽の役割

氷海実験水槽は，氷に関する基礎的な研究の他に次に

日本鋼管。津研究所

氷海水槽施設の一部

曳航試験装置方面を見る

－60－

F 一一 ﾜー

冷却方式

冷却能力

冷 媒

結氷速度

氷海水槽室

自然対流式

99！000kcal/h

フロン22(R22）

最大4mm/h

トリムタンク室

強制通風式

20,0”kcal/h

エチレングリコール
































































































